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は
じ
め
に

　

本
研
究
で
は
、
共
立
女
子
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
近
世
絵
巻
の
う
ち
、

①
「
竹
取
物
語
絵
巻
」
上
下
２
巻
、
②
「
利
仁
草
紙
」
上
下
２
巻
、
③
「
異

疾
之
巻
物
（
病
草
紙
摸
本
）」
全
１
巻
、
④
「
鳥
羽
絵
巻
物
（
鳥
獣
戯
画
模

本
）」
全
１
巻
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
を
学
術
資
料
や
教
材
と
し
て
活
用
す
る

た
め
の
基
盤
整
備
を
行
っ
た
。

　

上
記
資
料
は
模
本
を
含
む
近
世
絵
巻
と
は
い
え
、
い
ず
れ
も
す
ぐ
れ
た
作

域
を
示
し
、
美
術
史
や
古
典
文
学
、
日
本
史
な
ど
の
分
野
に
ま
た
が
る
学
術

的
価
値
を
有
す
る
。
加
え
て
、
本
学
に
お
い
て
は
学
生
が
身
近
に
触
れ
る
こ

と
の
で
き
る
古
典
教
材
と
し
て
活
用
す
る
意
義
も
大
き
い
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
全
巻
通
し
た
高
精
細
画
像
や
翻
刻
・
解

題
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
貴
重
な
資
料
が
十
分
に
生
か
さ
れ
て
い
る

と
は
言
い
が
た
い
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
本
研
究
課
題
で
は
、
作
品
調

査
・
高
精
細
画
像
の
撮
影
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、「
竹
取
物
語
絵
巻
」
に

関
し
て
は
、
線
描
に
よ
る
描
き
起
こ
し
図
を
作
成
し
た
。
以
下
で
は
、
二
〇

一
六
年
度
の
研
究
期
間
中
か
ら
現
在
ま
で
に
蓄
積
し
た
成
果
を
報
告
す
る
。

は
じ
め
に
、
各
作
品
の
基
礎
デ
ー
タ
（
解
題
・
法
量
・
詞
書
の
翻
刻
）
を
掲

載
し
、
箱
・
表
紙
・
見
返
し
に
つ
い
て
は
全
図
を
、
本
紙
の
詞
書
と
絵
に
関

し
て
は
部
分
図
を
掲
載
し
た
。
な
お
全
長
が
短
い
④
「
鳥
羽
絵
巻
物
（
鳥
獣

戯
画
模
本
）」
に
関
し
て
は
、
全
場
面
を
掲
載
し
た
。
各
作
品
の
高
精
細
カ

ラ
ー
画
像
に
関
し
て
は
、
将
来
本
学
図
書
館
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
公
開

予
定
で
あ
る
。

一　

作
品
紹
介

　
（
一
）「
竹
取
物
語
絵
巻
」
上
下
２
巻

　
　

蔵
書
番
号
：
上
巻W

721.2/2/1

、
下
巻W

721.2/2/2

　
「
物
語
の
、
出
で
来
き
は
じ
め
の
祖
」（『
源
氏
物
語
』
絵
合
帖
）
と
も
称

さ
れ
、
十
世
紀
と
見
ら
れ
る
物
語
の
成
立
直
後
か
ら
絵
入
り
の
物
語
と
し
て

鑑
賞
さ
れ
て
い
た
ら
し
き
『
竹
取
物
語
』
で
あ
る
が
、
中
世
以
前
に
さ
か
の

ぼ
る
絵
巻
作
例
は
現
存
せ
ず
、
作
例
は
近
世
以
降
の
も
の
に
限
ら
れ
て
い

る
１

。

　

本
作
は
奈
良
絵
本
系
絵
巻
で
、
詞
書
に
は
金
泥
に
よ
っ
て
下
絵
を
描
い
た

共
立
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
絵
巻
の
基
礎
的
研
究

　

―
―「
竹
取
物
語
絵
巻
」「
利
仁
草
紙
」「
異
疾
之
巻
物
（
病
草
紙
模
本
）」「
鳥
羽
絵
巻
物
（
鳥
獣
戯
画
模
本
）」

山
本 

聡
美
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豪
華
な
料
紙
を
用
い
、
発
色
の
良
い
絵
具
に
よ
る
絵
の
格
調
も
高
く
極
め
て

良
質
な
作
例
で
あ
る
。
成
立
は
、『
源
氏
物
語
』『
伊
勢
物
語
』、
そ
し
て

『
竹
取
物
語
』
な
ど
の
平
安
文
学
に
基
づ
く
豪
華
版
の
絵
巻
や
絵
本
制
作
が

流
行
し
た
十
七
世
と
み
ら
れ
る
が
、
同
時
期
に
制
作
さ
れ
た
他
の
現
存
諸
本

と
比
較
し
て
も
、
完
成
度
の
高
さ
で
は
群
を
抜
い
て
い
る
。
詞
書
や
画
面
に

欠
損
や
錯
簡
も
な
く
、
保
存
状
態
も
良
好
で
あ
る

　

一
七
世
紀
初
頭
の
制
作
と
見
ら
れ
る
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
所
蔵
「
竹
取
物
語
絵
巻
」
は
、
現
存
最
古
本
と
位
置
づ
け
ら
れ
、

失
わ
れ
た
中
世
「
竹
取
物
語
絵
巻
」
の
図
像
を
う
か
が
い
得
る
、
重
要
作
例

で
あ
る
。
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
一
つ
の
段
に
複
数
の
場
面
を
連
続
さ
せ

る
画
面
構
成
や
、
か
ぐ
や
姫
昇
天
を
描
く
場
面
選
択
な
ど
が
、
他
の
諸
本
に

見
ら
れ
な
い
特
徴
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
共
立
本
は
こ
れ
に
や
や
遅
れ
る
一
七
世
紀
後
半
ご
ろ
の
成
立
と
見

ら
れ
、
同
じ
こ
ろ
の
作
例
と
思
し
き
国
学
院
大
学
図
書
館
と
立
教
大
学
図
書

館
が
あ
る
。

　

共
立
本
・
國
學
院
本
・
立
教
本
に
お
い
て
は
、
詞
書
の
異
同
や
場
面
選
択

に
一
定
の
共
通
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら
三
本
を
通
じ
て
、
近

世
竹
取
物
語
絵
巻
の
「
定
型
」
が
成
立
し
て
い
く
過
程
が
浮
き
彫
り
と
な

る
。
ま
た
、
先
行
研
究
に
お
い
て
、
国
学
院
本
の
詞
書
や
絵
が
正
保
三
年

（
一
六
四
六
）
刊
本
に
近
い
と
い
う
点
が
指
摘
さ
れ
て
お
り

２
、
共
立
本
も

同
本
と
底
本
と
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

【
法
量
・
上
巻
】

　

見
返
し
…
…
縦
33
・
７
㎝
×
横
27
・
７
㎝
（
八
双
含
）

　

本
紙
…
…
縦
33
・
７
㎝
×
全
長
１
６
４
２
・
６
㎝

　
　

第
一
紙
（
詞
）
…
…
48
・
４
㎝

　
　

第
二
紙
（
詞
）
…
…
28
・
６

　
　

第
三
紙
（
絵
）
…
…
49
・
５

　
　

第
四
紙
（
詞
）
…
…
48
・
７

　
　

第
五
紙
（
詞
）
…
…
48
・
９

　
　

第
六
紙
（
詞
）
…
…
48
・
７

　
　

第
七
紙
（
詞
）
…
…
19
・
１

　
　

第
八
紙
（
絵
）
…
…
94
・
８

　
　

第
九
紙
（
詞
）
…
…
48
・
９

　
　

第
十
紙
（
詞
）
…
…
48
・
５

　
　

第
十
一
紙
（
詞
）
…
…
29
・
８

　
　

第
十
二
紙
（
絵
）
…
…
48
・
８

　
　

第
十
三
紙
（
詞
）
…
…
48
・
９

　
　

第
十
四
紙
（
詞
）
…
…
16
・
３

　
　

第
十
五
紙
（
絵
）
…
…
49
・
３
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第
十
六
紙
（
詞
）
…
…
49
・
０

　
　

第
十
七
紙
（
詞
）
…
…
48
・
９

　
　

第
十
八
紙
（
詞
）
…
…
13
・
９

　
　

第
十
九
紙
（
絵
）
…
…
49
・
１

　
　

第
二
十
紙
（
詞
）
…
…
48
・
３

　
　

第
二
十
一
紙
（
詞
）
…
…
48
・
９

　
　

第
二
十
二
紙
（
詞
）
…
…
49
・
０

　
　

第
二
十
三
紙
（
詞
）
…
…
40
・
３

　
　

第
二
十
四
紙
（
絵
）
…
…
48
・
５

　
　

第
二
十
五
紙
（
詞
）
…
…
48
・
８

　
　

第
二
十
六
紙
（
詞
）
…
…
31
・
８

　
　

第
二
十
七
紙
（
絵
）
…
…
48
・
５

　
　

第
二
十
八
紙
（
詞
）
…
…
48
・
７

　
　

第
二
十
九
紙
（
詞
）
…
…
48
・
９

　
　

第
三
十
紙
（
詞
）
…
…
21
・
０

　
　

第
三
十
一
紙
（
絵
）
…
…
48
・
２

　
　

第
三
十
二
紙
（
詞
）
…
…
49
・
１

　
　

第
三
十
三
紙
（
詞
）
…
…
48
・
９

　
　

第
三
十
四
紙
（
詞
）
…
…
49
・
１

　
　

第
三
十
五
紙
（
詞
）
…
…
48
・
８

　
　

第
三
十
六
紙
（
絵
）
…
…
48
・
４

　
　

第
三
十
七
紙
（
詞
）
…
…
16
・
７

　
　

第
三
十
八
紙
（
軸
付
）
…
…
12
・
６

【
法
量
・
下
巻
】

　

見
返
し
…
…
縦
33
・
７
㎝
×
横
27
・
７
㎝
（
八
双
含
）

　

本
紙
…
…
縦
33
・
７
㎝
×
全
長
１
６
４
１
・
５
㎝

　
　

第
一
紙
（
詞
）
…
…
47
・
２
㎝

　
　

第
二
紙
（
詞
）
…
…
49
・
０

　
　

第
三
紙
（
絵
）
…
…
49
・
４

　
　

第
四
紙
（
詞
）
…
…
48
・
２

　
　

第
五
紙
（
詞
）
…
…
15
・
７

　
　

第
六
紙
（
絵
）
…
…
49
・
０

　
　

第
七
紙
（
詞
）
…
…
49
・
１

　
　

第
八
紙
（
詞
）
…
…
49
・
０

　
　

第
九
紙
（
詞
）
…
…
46
・
８

　
　

第
十
紙
（
詞
）
…
…
46
・
９

　
　

第
十
一
紙
（
詞
）
…
…
49
・
０

　
　

第
十
二
紙
（
絵
）
…
…
49
・
０

第
十
三
紙
（
詞
）
…
…
48
・
７
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第
十
四
紙
（
詞
）
…
…
48
・
９

第
十
五
紙
（
詞
）
…
…
48
・
５

第
十
六
紙
（
詞
）
…
…
48
・
７

第
十
七
紙
（
絵
）
…
…
49
・
２

第
十
八
紙
（
詞
）
…
…
48
・
４

第
十
九
紙
（
詞
）
…
…
33
・
８

第
二
十
紙
（
絵
）
…
…
93
・
６

第
二
十
一
紙
（
詞
）
…
…
48
・
４

第
二
十
二
紙
（
詞
）
…
…
48
・
５

第
二
十
三
紙
（
詞
）
…
…
48
・
６

第
二
十
四
紙
（
詞
）
…
…
48
・
５

第
二
十
五
紙
（
詞
）
…
…
14
・
１

第
二
十
六
紙
（
絵
）
…
…
48
・
１

第
二
十
七
紙
（
詞
）
…
…
48
・
５

第
二
十
八
紙
（
詞
）
…
…
26
・
５

第
二
十
九
紙
（
詞
）
…
…
15
・
９

第
三
十
紙
（
絵
）
…
…
48
・
７

第
三
十
一
紙
（
詞
）
…
…
48
・
６

第
三
十
二
紙
（
詞
）
…
…
48
・
４

第
三
十
三
紙
（
絵
）
…
…
20
・
０

第
三
十
四
紙
（
詞
）
…
…
93
・
６

第
三
十
五
紙
（
詞
）
…
…
48
・
６

第
三
十
六
紙
（
詞
）
…
…
18
・
４

軸
付
紙 

な
し
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図1－4 図1－3

図1－1図1－2

図1－5　「竹取物語絵巻」上巻第1段絵
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（
二
）「
利
仁
草
紙
」
上
下
２
巻

　

 　

蔵
書
番
号
：
上
巻W

721.2/10/1

、
下
巻W

721.2/10/2

　
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
六
第
一
七
「
利
仁
将
軍
若
時
従
京
敦
賀
将
行
五
位

語
」
や
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
巻
一
第
一
八
「
利
仁
芋
粥
事
」
に
取
材
し
た

絵
巻

３
。
藤
原
基
経
（
八
三
六
〜
九
一
）
に
仕
え
る
二
人
の
家
来
、
藤
原
利

仁
（
生
没
年
不
詳
）
と
五
位
な
る
人
物
を
通
じ
て
、
都
鄙
の
文
化
の
違
い
を

描
く
。
基
経
が
催
し
た
大
饗
に
出
さ
れ
た
芋
粥
を
「
飽
く
ほ
ど
食
べ
た
い
」

と
願
う
五
位
を
、
越
前
敦
賀
に
所
領
を
持
つ
豪
族
の
娘
婿
と
な
っ
て
い
る
利

仁
が
妻
の
実
家
に
連
れ
て
ゆ
き
、
膨
大
な
量
の
芋
粥
で
も
て
な
す
。
芥
川
龍

之
介
『
芋
粥
』
を
通
じ
て
、
現
代
で
も
広
く
知
ら
れ
た
説
話
で
あ
る
。

【
法
量
・
上
巻
】

　

見
返
し
…
…
縦
30
・
３
㎝
×
横
34
・
３
㎝
（
八
双
含
）

　

本
紙
…
…
縦
30
・
３
㎝
×
全
長
１
４
０
０
・
４
㎝

　
　

第
一
紙
…
…
１
５
９
・
０
㎝

　
　

第
二
紙
…
…
１
６
８
・
６

　
　

第
三
紙
…
…
１
６
８
・
４

　
　

第
四
紙
…
…
１
６
８
・
８

　
　

第
五
紙
…
…
１
６
８
・
５

　
　

第
六
紙
…
…
１
６
８
・
７

　
　

第
七
紙
…
…
１
５
６
・
２

　
　

第
八
紙
…
…
１
６
８
・
５

　
　

第
九
紙
…
…
73
・
７

　
　

軸
付
紙
…
…
８
・
０

【
法
量
・
下
巻
】

　

見
返
し
…
…
縦
30
・
４
㎝
×
横
33
・
０
㎝
（
八
双
含
）

　

本
紙
…
…
縦
30
・
３
㎝
×
全
長
１
３
５
５
・
２
㎝

　
　

第
一
紙
（
絵
）
…
…
79
・
０
㎝

　
　

第
二
紙
（
絵
）
…
…
１
６
８
・
６

　
　

第
三
紙
（
絵
、
間
に
余
白
ア
リ
）
…
…
１
６
８
・
５

　
　

第
四
紙
（
絵
）
…
…
１
６
８
・
５

　
　

第
五
紙
（
絵
、
間
に
余
白
ア
リ
）
…
…
１
６
８
・
５

　
　

第
六
紙
（
絵
）
…
…
１
６
７
・
５

　
　

第
七
紙
（
絵
）
…
…
１
６
７
・
０

　
　

第
八
紙
（
絵
、
余
白
ア
リ
）
…
…
１
３
４
・
４

　
　

 
第
九
紙
（
絵
）
…
…
１
３
３
・
２
（
奥
付
有
）「
右
利
人
草
紙
上
下
二

巻
／
天
保
十
四
年
発
卯
年
仲
秋
成
／
福
山
侍
画
師　

六
十
六
翁
相
覧

（
朱
印
）」

　
　

軸
付
紙
…
…
８
・
５
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図2－2 図2－1

図2－5　「利仁草紙」下巻第△段絵

図2－4 図2－3
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号

　
（
三
）「
異
疾
之
巻
物
（
病
草
紙
摸
本
）」
全
１
巻

　
　

蔵
書
番
号
：W

721.2/54

　
「
病
草
紙
」
の
原
本
は
、「
地
獄
草
紙
」
や
「
餓
鬼
草
紙
」
と
一
連
の
六
道

絵
巻
と
し
て
、
後
白
河
院
（
一
一
二
七
〜
九
二
）
の
周
辺
で
成
立
し
た
こ
と

が
有
力
視
さ
れ
る
。
か
つ
て
名
古
屋
の
関
戸
家
に
伝
来
し
た
十
七
場
面
に
、

そ
の
連
れ
と
み
ら
れ
る
断
簡
を
あ
わ
せ
た
二
十
一
場
面
が
現
存
し
、
京
都
国

立
博
物
館
な
ど
で
分
蔵
さ
れ
て
い
る
。
各
場
面
に
は
、
歯
痛
や
腹
痛
な
ど
一

般
的
な
症
状
に
加
え
、
二
形
、
白
子
、
侏
儒
な
ど
、
か
つ
て
は
業
病
と
も
見

な
さ
れ
て
い
た
先
天
性
疾
患
を
も
含
む
、
多
種
多
様
な
症
例
が
表
さ
れ
て
い

る
。
各
種
の
病
は
、
経
典
・
医
書
・
仏
教
説
話
な
ど
を
広
く
参
照
し
た
も
の

と
思
わ
れ
、
平
安
時
代
の
貴
族
社
会
に
お
い
て
共
有
さ
れ
て
い
た
、
病
に
関

す
る
宗
教
的
・
医
学
的
知
識
を
基
盤
と
し
て
成
立
し
た
絵
巻
と
い
え
る
。

　

こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
、
江
戸
時
代
の
模
本
一
巻
で
あ
る
。「
小
舌
の

男
」「
風
病
の
男
」「
居
眠
り
の
男
」「
鼻
黒
の
父
子
」「
二
形
」「
尻
の
穴
の

な
い
男
」「
息
の
臭
い
女
」「
尻
の
穴
あ
ま
た
あ
る
男
」「
眼
病
治
療
」「
頭
の

あ
が
ら
な
い
乞
食
法
師
」「
霍
乱
の
女
」「
歯
の
揺
ら
ぐ
男
」「
侏
儒
」「
白

子
」「
不
眠
の
女
」「
顔
に
あ
ざ
の
あ
る
女
」「
陰
虱
の
男
女
」
の
全
一
七
場

面
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
詞
書
と
絵
を
正
確
に
写
し
て
お
り
、
部
分
的
に
彩

色
も
あ
る
。
原
本
の
持
つ
描
線
や
色
彩
の
雰
囲
気
を
良
く
伝
え
て
お
り
、
原

本
か
ら
直
接
の
模
写
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

【
法
量
】

　

見
返
し
…
…
縦
26
・
４
㎝
×
横
22
・
５
㎝
（
八
双
含
）

　

内
題
…
…
縦
26
・
８
㎝
×
横
９
・
２
㎝

　

本
紙
…
…
縦
26
・
９
㎝
×
全
長
７
５
０
・
５
㎝

　
　

第
一
紙
…
…
47
・
５
㎝

　
　

第
二
紙
…
…
39
・
５

　
　

第
三
紙
（
詞
書
二
行
）
…
…
10
・
５

　
　

第
四
紙
…
…
40
・
９

　
　

第
五
紙
…
…
40
・
５

　
　

第
六
紙
…
…
52
・
８

　
　

第
七
紙
…
…
40
・
５

　
　

第
八
紙
…
…
40
・
０

　
　

第
九
紙
…
…
40
・
５

　
　

第
十
紙
（
詞
の
み
）
…
…
15
・
０

　
　

第
十
一
紙
…
…
40
・
５

　
　

第
十
二
紙
…
…
39
・
５

　
　

第
十
三
紙
…
…
41
・
０

　
　

第
十
四
紙
…
…
40
・
０

　
　

第
十
五
紙
…
…
40
・
６
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第
十
六
紙
…
…
39
・
４

　
　

第
十
七
紙
…
…
40
・
８

　
　

第
十
八
紙
（
詞
の
み
）
…
…
５
・
５

　
　

第
十
九
紙
…
…
40
・
０

　
　

第
二
十
紙
…
…
40
・
０

　
　

第
二
十
一
紙
…
…
15
・
５

　
　

軸
付
紙
…
…
13
・
２

「
異
疾
之
巻
物
（
病
草
紙
模
本
）」
詞
書
翻
刻

　
　

第
一
段
（
小
舌
の
男
）

　

こ
し
た
と
い
ひ
て
し
た
の
ね
に
ち
ゐ
さ
き

　

し
た
の
や
う
な
る
も
の
か
さ
な
り
て
お
い
ゝ

　

つ
る
こ
と
あ
り
や
ま
ひ
お
も
く
な
り
ぬ
れ

　

は
は
ら
に
は
う
ゑ
た
り
と
い
へ
と
も
の
む
ど
飲

　

食
を
う
け
す
お
も
く
な
り
ぬ
れ
は
し
ぬ
る

　

も
の
な
り

　
　

第
二
段
（
風
病
の
男
）

　

ち
か
こ
ろ
男
あ
り
け
り
風
病
に
よ
り
て

　

ひ
と
み
つ
ね
に
ゆ
る
き
け
り
厳
寒
に

　

は
た
か
に
て
ゐ
た
る
人
の
ふ
る
ひ
わ

　

な
ゝ
く
や
う
に
な
む
あ
り
け
る

　
　

第
三
段
（
居
眠
り
の
男
）

　

な
ま
良
家
子
な
る
お
と
こ
あ
り
け

　

り
す
こ
し
も
し
つ
ま
れ
は
ゐ
な
か
ら

　

ね
ふ
る
人
の
い
か
な
る
こ
と
を
せ
む
も

　

し
る
へ
く
も
な
し
ま
し
ら
ゐ
の
と
き
ま

　

こ
と
に
み
く
る
し
か
り
け
り
こ
れ
も
病

　

な
る
へ
し

　
　

第
四
段
（
鼻
黒
の
父
子
）

　

大
和
国
平
群
の
こ
ほ
り
幸
山
と
い
ふ
と
こ
ろ

　

に
お
と
こ
あ
り
は
な
の
さ
き
す
み
を

　

ぬ
り
た
る
や
う
に
く
ろ
か
り
け
り
子
孫
子

　

あ
ひ
つ
き
て
み
な
く
ろ
か
り
け
り

　
　

第
五
段
（
二
形
）

　

な
か
こ
ろ
み
や
こ
に
つ
ゝ
み
を
く
ひ
に
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か
け
て
う
ら
し
あ
り
く
男
あ
り
か
た
ち

　

お
と
こ
な
れ
と
も
女
の
す
か
た
に
ゝ
た
る
こ
と

　

と
も
あ
り
け
り
人
こ
れ
を
お
ほ
つ
か
な
か
り

　

て
よ
る
ね
い
り
た
る
に
ひ
そ
か
に
き
ぬ
を

　

か
き
あ
け
て
み
け
れ
は
男
女
の
根
と
も
に

　

あ
り
け
り
こ
れ
二
形
の
も
の
な
り

　
　

第
六
段
（
尻
の
穴
の
な
い
男
）

　

あ
る
お
と
こ
し
り
の
あ
な
ゝ
く
て
屎
く
ち
よ

　

り
い
つ
く
さ
く
た
え
か
た
く
て
す
ち
な
か
り

　

け
り

　
　

第
七
段
（
息
の
臭
い
女
）

　

宮
こ
に
女
あ
り
み
め
か
た
ち
か
み
す
か

　

た
あ
る
へ
か
し
か
り
け
れ
は
人
さ
う
し
に
つ

　

か
ひ
け
り
よ
そ
に
み
る
お
と
こ
こ
ゝ
ろ
を

　

つ
く
し
け
れ
と
も
い
き
の
か
あ
ま
り
く
さ
く

　

て
ち
か
つ
き
よ
り
ぬ
れ
は
は
な
を
ふ
さ
き

　

て
に
け
ぬ
た
ゝ
う
ち
ゐ
た
る
に
も
か
た

　

わ
ら
に
よ
る
人
は
く
さ
ゝ
た
え
か
た
か
り
け

　

り

　
　

第
八
段
（
尻
の
穴
あ
ま
た
あ
る
男
）

　

あ
る
お
と
こ
む
ま
れ
つ
き
に
て
し
り
の
あ

　

な
あ
ま
た
あ
り
け
り
く
そ
ま
る
と
き
あ
な

　

こ
と
に
い
て
ゝ
わ
つ
ら
は
し
か
り
け
り

　
　

第
九
段
（
眼
病
治
療
）

　

ち
か
こ
ろ
や
ま
と
の
く
に
な
る
お
と
こ
め

　

の
す
こ
し
み
え
ぬ
こ
と
の
あ
り
け
る
を
な

　

け
き
ゐ
た
る
ほ
と
に
か
と
よ
り
お
と
こ
ひ

　

と
り
い
り
き
た
り
あ
れ
は
な
に
も
の
そ
と
い
へ
は

　

我
は
目
の
や
ま
ひ
を
つ
く
ろ
ふ
く
す
し
な
り

　

と
云
い
ゑ
あ
る
じ
し
か
る
べ
き
神
仏
の
た
す

　

け
か
と
お
も
ひ
て
よ
ひ
い
れ
つ
こ
の
お
と
こ
め

　

を
ひ
き
あ
け
て
よ
く
く
見
て
針
し
て
よ
か

　

る
へ
し
と
て
針
を
た
て
つ
い
ま
は
よ
く
な
り

　

な
む
と
て
い
て
ゝ
い
ぬ
そ
の
ゝ
ち
は
い
よ
く
見

　

え
さ
り
け
り
つ
ひ
に
か
た
め
は
つ
ふ
れ

　

は
て
に
け
り
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第
十
段
（
頭
の
あ
が
ら
な
い
乞
食
法
師
）

　

ち
か
こ
ろ
宮
こ
に
く
ひ
の
ほ
ね
こ
は
く
て

　

こ
し
を
そ
ら
し
て
ひ
と
み
を
ゆ
る
か
さ
ぬ
か
き

　

り
は
す
こ
し
も
か
し
ら
を
あ
く
る
こ
と
か
な

　

は
す
あ
け
く
れ
う
つ
ふ
き
て
あ
り
く
乞

　

食
法
師
あ
り

　
　

第
十
一
段
（
霍
乱
の
女
）

　

霍
乱
と
い
ふ
病
あ
り
は
ら
の
う
ち
苦
痛

　

さ
す
か
こ
と
し
口
よ
り
水
を
は
き
尻
よ
り

　

痢
を
も
ら
す
悶
絶
顛
倒
し
て
ま
こ
と
に
た

　

え
か
た
し

　
　

第
十
二
段
（
歯
の
揺
ら
ぐ
男
）

　

お
と
こ
あ
り
け
り
も
と
よ
り
く
ち
の
う
ち

　

の
は
み
な
ゆ
る
き
て
す
こ
し
も
こ
わ
き

　

も
の
な
と
は
か
み
わ
る
に
お
よ
は
す
な
ま

　

し
ゐ
に
お
ち
ぬ
く
る
こ
と
は
な
く
て

　

も
の
く
ふ
時
は
さ
は
り
て
た
え
か
た
か
り

　

け
り

　
　

第
十
三
段
（
侏
儒
）

　

侏
儒
と
き
く
い
て
く
。
食
を
こ
ひ
て
京
都

　

を
あ
り
く
わ
ら
は
へ
し
り
に
つ
き
て

　

わ
ら
ひ
の
る
み
か
へ
り
て
は
ら
た
ち
い
へ
と
も

　

い
よ
く
お
こ
つ
き
わ
ら
ふ

　
　

第
十
四
段
（
白
子
）

　

し
ろ
こ
と
い
ふ
も
の
あ
り
お
さ
な
く
よ
り

　

か
み
も
ま
ゆ
も
み
な
し
ろ
く
め
に
く
ろ

　

ま
な
こ
も
な
し
む
か
し
よ
り
い
ま
に
い
た

　

る
ま
て
ま
ゝ
よ
に
い
て
く
る
こ
と
あ
り

　
　

第
十
五
段
（
不
眠
の
女
）

　

山
と
の
く
に
か
つ
ら
木
の
し
も
の
こ
ほ
り
に

　

か
た
を
か
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
女
あ
り
と
り
た
て
ゝ

　

い
た
む
と
こ
ろ
な
け
れ
と
も
よ
る
に
な
れ

　

と
も
ね
い
ら
る
ゝ
こ
と
な
し
よ
も
す
が
ら
お

　

き
ゐ
て
な
に
よ
り
も
わ
ひ
し
き
こ
と
な
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り
と
そ
い
ひ
け
る

　
　

第
十
六
段
（
顔
に
あ
ざ
の
あ
る
女
）

　

あ
る
女
か
ほ
に
あ
さ
と
い
ふ
も
の
あ
り
て
あ
さ

　

ゆ
ふ
こ
れ
を
な
け
き
け
り
あ
さ
は
う
ち
ま
か

　

せ
て
人
の
身
に
あ
る
も
の
な
れ
と
も
閑
所
は

　

く
る
し
み
な
し
か
ほ
な
と
に
つ
き
ぬ
れ
は

　

人
に
ま
し
は
り
は
れ
な
と
ふ
る
ま
ふ
こ
と

　

か
な
ふ
へ
く
も
な
け
れ
は
ま
こ
と
に
か
た
は
な

　

り

　
　

第
十
七
段
（
陰
虱
の
男
女
）

　

陰
毛
に
む
し
あ
る
女
あ
り
こ
れ
を
は

　

つ
ひ
し
ら
み
と
云
お
と
こ
こ
れ
に
ち
か
つ

　

き
ぬ
れ
は
か
な
ら
ず
う
つ
る
一
夜
の
う
ち
に

　

あ
ま
た
に
な
り
て
ひ
け
ま
ゆ
ま
つ
け

　

ま
て
も
の
ほ
る
か
ゆ
さ
た
え
か
た
し

　

と
り
す
て
む
と
す
れ
と
も
は
た
え
に
く
ひ

　

い
り
て
と
ら
れ
す
か
み
そ
り
に
て
毛
を

　

の
そ
き
て
た
す
か
る
と
か
や
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図3－2 図3－1

図3－5　「異疾之巻物（病草紙模本）」第1段

図3－4 図3－3
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（
四
）「
鳥
羽
絵
巻
物
（
鳥
獣
戯
画
模
本
）」
全
１
巻

　
　

蔵
書
番
号
：721.2/60

　

京
都
・
高
山
寺
に
伝
来
す
る
「
鳥
獣
戯
画
」
は
、
甲
・
乙
・
丙
・
丁
の
四

巻
で
構
成
さ
れ
る
白
描
絵
巻
で
あ
る
。
詞
書
は
な
く
、
制
作
の
経
緯
に
つ
い

て
は
謎
が
多
い
。
現
存
す
る
四
巻
に
は
描
法
や
主
題
に
開
き
が
あ
り
、
平
安

時
代
末
期
と
見
ら
れ
る
甲
巻
成
立
の
後
に
、
他
の
巻
が
十
三
世
紀
を
通
じ
て

断
続
的
に
描
き
継
が
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
中
世
末
期
か
ら
近
世
に
か
け
て
、
甲
巻
を
中
心
に
数
多
く
の
模
本

が
制
作
さ
れ
て
お
り
、
本
学
図
書
館
所
蔵
の
模
本
も
そ
の
よ
う
な
も
の
の
一

種
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
本
稿
に
は
そ
の
全
場
面
を
掲
載
し
た
。

　

本
作
に
含
ま
れ
る
場
面
は
、
概
ね
甲
巻
に
存
在
す
る
場
面
か
ら
模
写
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
①
全
場
面
を
完
備
し
て
は
い
な
い
こ
と
、
②
丙

巻
第
十
五
紙
に
描
か
れ
た
蛙
の
田
楽
場
面
（
図
４‒

９
）
も
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
、
③
「
鳥
獣
戯
画
」
の
現
存
部
分
に
は
存
在
し
な
い
兎
と
猿
の
囲
碁
場

面
（
図
４‒

７
）
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。

　

特
に
、
③
に
つ
い
て
は
、
同
様
の
場
面
が
、
十
六
世
紀
の
模
写
と
見
ら
れ

る
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
蔵
「
鳥
獣
戯
画
模
本
（
長
尾
家
旧
蔵
本
）」
や
、
狩
野

探
幽
（
一
六
〇
二
〜
七
四
）
に
よ
っ
て
模
写
さ
れ
た
京
都
国
立
博
物
館
蔵

「
鳥
獣
戯
画
模
本
（
探
幽
縮
図
の
う
ち
）」
に
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
該
当
場
面

は
近
世
初
頭
頃
ま
で
原
本
に
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
よ
う
な

意
味
で
、
本
作
は
、
原
本
の
失
わ
れ
た
図
様
を
復
元
す
る
手
が
か
り
と
な
る

重
要
な
模
本
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

模
写
の
時
期
に
関
し
て
は
、
左
記
の
観
点
か
ら
、
十
七
世
紀
の
前
半
頃
と

推
定
し
て
お
き
た
い
。
本
作
が
、
い
ず
れ
か
の
模
本
か
ら
の
さ
ら
な
る
写
し

で
あ
る
可
能
性
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
の
、「
鳥
獣
戯
画
」
甲
巻
に

備
わ
る
張
り
の
あ
る
闊
達
な
描
線
の
特
徴
を
良
く
捉
え
て
お
り
、
原
本
に
基

づ
く
模
本
で
あ
る
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
ホ
ノ
ル
ル
本

や
探
幽
縮
図
本
と
比
較
し
て
も
、
本
作
に
お
け
る
細
部
の
描
き
込
み
は
緻
密

で
あ
る
。

【
法
量
】

　

見
返
し
…
…
縦
27
・
６
㎝
×
横
28
・
５
㎝
（
八
双
含
）
紐
と
れ
。

　

本
紙
…
…
縦
27
・
５
㎝
×
全
長
２
８
１
・
９
㎝

　
　

第
一
紙
…
…
36
・
０
㎝
（
九
曜
文
庫
の
印
ア
リ
）

　
　

第
二
紙
…
…
48
・
８

　
　

第
三
紙
…
…
49
・
０

　
　

第
四
紙
…
…
48
・
９

　
　

第
五
紙
…
…
49
・
９

　
　

第
六
紙
…
…
49
・
３
（
軸
付
ナ
シ
）
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図4－6　「鳥羽絵巻物（鳥獣戯画模本）」

図4－5 図4－4

図4－3 図4－2 図4－1
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第
24
号

二　
「
竹
取
物
語
絵
巻
」
を
用
い
た
授
業
の
実
践

　
（
一
）
立
体
化
資
料
（
触
れ
る
絵
巻
）
の
作
成

　

本
研
究
課
題
に
先
立
っ
て
、
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
総
合
文
化
研

究
所
研
究
助
成
「
変
体
仮
名
教
材
作
成
の
研
究
」（
代
表
・
岡
田
ひ
ろ
み
）

に
て
、
本
学
図
書
館
所
蔵
「
竹
取
物
語
絵
巻
」
の
予
備
調
査
を
行
い
、
変
体

仮
名
教
材
作
成
の
基
礎
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た 

。
こ
れ
を
足
掛
か
り
と

し
、
本
研
究
で
は
、
新
た
に
に
撮
影
し
た
高
精
細
画
像
を
用
い
て
全
場
面
の

詳
細
な
描
き
起
こ
し
図
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
く
「
竹
取
物
語
絵
巻
」
完

全
立
体
版
を
完
成
さ
せ
た

４
。

　
（
二
）
立
体
化
資
料
を
用
い
た
授
業
の
実
践

　

こ
の
立
体
版
「
触
れ
る
絵
巻
」
を
、
筆
者
は
二
〇
一
五
年
度
か
ら
、
本
学

文
芸
学
部
専
門
科
目
で
あ
る
「
日
本
美
術
史
演
習
」（
通
年
科
目
）
に
て
利

用
を
開
始
し
、
全
場
面
が
完
成
し
た
二
〇
一
六
年
度
に
は
、
当
時
文
芸
学
部

四
年
に
在
籍
し
て
い
た
尾
崎
栞
氏
が
、
日
本
美
術
史
及
び
古
典
文
学
に
関
す

る
卒
業
論
文
を
執
筆
す
る
際
の
研
究
材
料
と
し
て
利
用
し
た
。

　

視
覚
障
碍
の
あ
る
同
氏
は
、
本
資
料
を
用
い
た
「
触
読
」
と
い
う
方
法
を

使
っ
て
「
竹
取
物
語
絵
巻
」
の
詞
書
を
読
み
、
絵
を
分
析
し
た 

。

　
「
日
本
美
術
史
演
習
」
に
お
い
て
、
晴
眼
者
の
学
生
た
ち
は
、
詞
書
と
画

面
の
コ
ピ
ー
を
手
元
に
置
い
て
、『
字
典
か
な
』（
笠
間
書
院
）
と
『
新
日
本

古
典
文
学
大
系
』（
一
七
、
岩
波
書
店
）
所
収
の
活
字
本
を
参
照
し
な
が
ら

本
文
を
読
み
、
さ
ら
に
詞
書
と
画
面
内
容
の
対
応
関
係
な
ど
の
分
析
を
行
っ

た
。
毎
回
の
授
業
で
、
一
人
十
五
行
〜
二
〇
行
程
度
を
課
題
と
し
て
割
り
振

っ
て
輪
読
す
る
形
式
で
進
め
た
。
新
大
系
版
の
本
文
を
読
め
ば
、
そ
こ
に
答

え
が
書
い
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
で
、
変
体
仮
名
の
学
習
が
初
め
て

と
い
う
学
生
も
そ
れ
を
参
照
し
な
が
ら
翻
刻
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

た
だ
し
、
共
立
本
は
新
大
系
版
の
底
本
で
あ
る
天
理
大
学
附
属
図
書
館
本
系

統
の
本
文
と
は
異
同
が
多
く
、
最
終
的
に
は
自
ら
変
体
仮
名
を
読
解
し
な
く

て
は
完
全
な
翻
刻
が
で
き
な
い
。
共
立
本
を
変
体
仮
名
学
習
の
教
材
と
し
て

用
い
る
利
点
が
こ
の
点
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
本
作
に
関
す
る
完
全
な
翻
刻

資
料
は
世
の
中
に
存
在
せ
ず
、
学
生
一
人
ひ
と
り
が
取
り
組
ん
で
い
る
翻
字

が
、
世
界
で
最
初
の
翻
刻
資
料
と
な
る
臨
場
感
を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
授
業
で
の
翻
刻
作
業
を
通
じ
て
、
共
立
本
に
お
け
る
明
ら
か
な
誤

写
な
ど
も
発
見
で
き
、
写
本
に
は
各
々
個
性
が
あ
る
こ
と
を
、
学
生
が
自
ら

の
経
験
を
踏
ま
え
て
理
解
す
る
こ
と
に
結
び
つ
い
た
。

　

一
方
、
視
覚
障
碍
の
あ
る
尾
崎
氏
も
、
立
体
化
教
材
を
用
い
て
他
の
学
生

と
同
じ
ペ
ー
ス
で
学
習
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。『
字
典
か
な
』
の
代
わ
り

に
、
二
〇
一
五
年
度
ま
で
に
日
本
語
日
本
文
学
コ
ー
ス
に
て
制
作
し
た
立
体

字
典
を
用
い
、
新
大
系
版
の
代
わ
り
に
、
点
訳
さ
れ
て
い
る
角
川
ソ
フ
ィ
ア

文
庫
版
の
本
文
を
参
照
し
た
。
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な
お
、
尾
崎
氏
は
卒
業
論
文
の
一
環
と
し
て
、
共
立
本
詞
書
の
全
文
の
翻

刻
を
完
成
さ
せ
た
。
共
立
本
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
現
在
の
と
こ
ろ
唯
一
の

翻
刻
資
料
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
材
料
と
す
る
た
め
、
以
下
で
は
、
尾
崎
氏

の
作
成
し
た
翻
刻
を
全
文
掲
載
す
る
。

　
（
三
）
共
立
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
「
竹
取
物
語
絵
巻
」
詞
書
翻
刻

　
【
上
巻
】

　
﹇
第
一
段
﹈

　
（
一
）　

今
は
む
か
し
竹
と
り
の
お
き
な
と
い
ふ
も
の
あ
り
け
り

　
（
二
）　

野
山
に
ま
し
り
て
竹
を
と
り
つ
ゝ
よ
ろ
つ
の

　
（
三
）　

こ
と
に
つ
か
ひ
け
り
名
を
は
さ
る
き
の
み
や
つ
こ

　
（
四
）　

と
な
ん
い
ひ
け
る
そ
の
竹
の
中
よ
り
も
と
ひ
か
る
竹

　
（
五
）　

な
ん
一
す
ち
あ
り
け
り
あ
や
し
か
り
て
よ
り
て
み

　
（
六
）　

る
に
つ
ゝ
の
中
ひ
か
り
け
り
そ
れ
を
み
れ
は
三

　
（
七
）　

す
ん
は
か
り
な
る
人
う
つ
く
し
う
て
ゐ
た
り
お
き
な
云

　
（
八
）　

や
う
わ
れ
あ
さ
こ
と
夕
こ
と
に
み
る
竹
の
中
に
お

　
（
九
）　

は
す
る
に
て
し
り
ぬ
子
に
な
り
給
ふ
へ
き
人
な
め
り

　
（
一
〇
）　

と
て
手
に
う
ち
入
て
家
へ
も
ち
て
き
ぬ
め
の
女

　
（
一
一
）　

に
あ
つ
け
て
や
し
な
は
す
う
つ
く
し
き
か
き
り
な
し

　
（
一
二
）　

い
と
お
さ
な
け
れ
は
は
こ
に
入
て
や
し
な
ふ
竹
と
り

　
（
一
三
）　

の
お
き
な
竹
と
る
に
こ
の
子
を
見
つ
け
て
の
ち

　
（
一
四
）　

に
竹
取
に
ふ
し
を
へ
た
て
て
よ
こ
と
に
こ
か
ね
あ
る

　
（
一
五
）　

竹
を
み
つ
く
る
事
か
さ
な
り
ぬ
か
く
て
お
き
な
や
う

　
（
一
六
）　

や（
マ
マ
）う

〳
〵
ゆ
た
か
に
な
り
ゆ
く
此
ち
こ
や
し
な
ふ
ほ

　
（
一
七
）　

と
に
す
く
〳
〵
と
お
ほ
き
に
な
り
ま
さ
る
三
月

　
（
一
八
）　

は
か
り
に
な
る
ほ
と
に
よ
き
ほ
と
な
る
人
に
な
り
ぬ

　
（
一
九
）　

れ
は
か
み
あ
け
な
と
さ
う
し
て
か
み
あ
け
さ
せ

　
（
二
〇
）　

き
ち
や
う
の
う
ち
よ
り
も
い
た
さ
す
い
つ
き
し

　
（
二
一
）　

つ
き
や
し
な
う
ほ
と
に
こ
の
ち
こ
の
か
た
ち
の
け

　
（
二
二
）　

う
ら
な
る
事
世
に
な
く
屋
の
う
ち
は
く
ら
き
と

　
（
二
三
）　

こ
ろ
な
く
ひ
か
り
み
ち
た
り
お
き
な
こ
ゝ
ち
あ
し

　
（
二
四
）　

く
く
る
し
き
時
も
こ
の
子
を
み
れ
は
く
る
し
き
こ

　
（
二
五
）　

と
も
や
み
ぬ
は
ら
た
ゝ
し
き
事
も
な
く
さ
み
け
り

　
（
二
六
）　

お
き
な
竹
を
と
る
事
久
し
く
成
さ
か
へ
に
け
り
此

　
（
二
七
）　

子
い
と
お
ほ
き
に
成
ぬ
れ
は
名
を
み
む
ろ
の
い
ん

　
（
二
八
）　

へ
の
あ
き
た
を
よ
ひ
て
つ
け
さ
す
あ
き
た
な
よ

　
（
二
九
）　

竹
の
か
く
や
姫
と
名
付
け
侍
る

第
一
段
絵
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﹇
第
二
段
﹈

　
（
一
）　

此
ほ
と
三
日
う
ち
あ
け
あ
そ
ふ
よ
ろ
つ
の
あ
そ
ひ

　
（
二
）　

を
そ
し
け
る
お
と
こ
は
う
け
き
ら
は
す
よ
ひ
つ
と
へ

　
（
三
）　

て
い
と
か
し
こ
く
あ
そ
ふ
世
か
い
の
お
の
こ
あ
て
な
る

　
（
四
）　

も
い
や
し
き
も
い
か
て
こ
の
か
く
や
ひ
め
を
え
て
し

　
（
五
）　

か
な
み
て
し
か
な
と
を
と
に
聞
き
め
て
ゝ
ま
と
ふ
そ

　
（
六
）　

の
あ
た
り
の
か
き
に
も
家
の
外
に
も
を
る
人
た
に

　
（
七
）　

た
は
や
す
く
み
る
ま
し
き
物
を
よ
る
は
や
す
き
い
も

　
（
八
）　

ね
す
や
み
の
夜
に
も
こ
ゝ
か
し
こ
よ
り
の
そ
き
か
い
ま

　
（
九
）　

み
ま
と
ひ
あ
へ
り
さ
る
と
き
よ
り
な
ん
よ
は
ひ
と
は

　
（
一
〇
）　

い
ひ
け
る
人
の
物
と
も
せ
ぬ
と
こ
ろ
に
ま
と
ひ
あ
り

　
（
一
一
）　

け
と
も
な
に
の
し
る
し
あ
る
へ
く
も
み
え
す
家
の
人
と

　
（
一
二
）　

も
に
物
を
た
に
い
は
ん
と
て
い
ひ
か
く
れ
と
も
こ
と

　
（
一
三
）　

も
せ
す
あ
た
り
を
は
な
れ
君
た
ち
夜
を
あ
か
し
日

　
（
一
四
）　

を
く
ら
す
人
お
ほ
か
り
け
る
を
ろ
か
な
る
人
は
よ
う

　
（
一
五
）　

な
き
あ
り
き
は
よ
し
な
か
り
け
り
と
て
こ
す
成
に

　
（
一
六
）　

け
り
そ
の
中
に
な
を
い
ひ
け
る
は
い
ろ
こ
の
み
と

　
（
一
七
）　

い
は
る
ゝ
人
五
人
お
も
ひ
や
む
と
き
な
く
よ
る
ひ
る

　
（
一
八
）　

き
た
り
け
り
そ
の
名
一
人
は
石
つ
く
り
の
御
子

　
（
一
九
）　

一
人
は
く
ら
も
ち
の
御
子
一
人
は
左
大
臣
あ
へ
の

　
（
二
〇
）　

み
む
ら
し
大
納
言
一
人
は
大
伴
の
み
ゆ
き
中
納
言

　
（
二
一
）　

一
人
は
い
そ
の
か
み
の
も
ろ
た
り
此
人
〳
〵
な
り
け
り

　
（
二
二
）　

世
中
に
お
ほ
か
る
人
を
た
に
す
こ
し
も
か
た
ち

　
（
二
三
）　

よ
し
と
聞
て
は
み
ま
ほ
し
う
す
る
人
た
ち
成
け
れ

　
（
二
四
）　

は
か
く
や
ひ
め
か
み
ま
ほ
し
う
て
も
の
も
く
は
す

　
（
二
五
）　

お
も
ひ
つ
ゝ
か
の
家
に
行
て
た
ゝ
す
み
あ
り
き
け

　
（
二
六
）　

れ
と
も
か
ひ
あ
る
へ
く
も
あ
ら
す
文
を
か
き
て

　
（
二
七
）　

や
れ
と
も
返
事
も
せ
す
わ
ひ
う
た
な
と
か
き
て

　
（
二
八
）　

つ
か
は
す
れ
と
も
か
ひ
な
し
と
思
へ
と
も
霜
月
極

　
（
二
九
）　

月
の
ふ
り
こ
ほ
り
み
な
月
の
て
り
は
た
ゝ
く
に

　
（
三
〇
）　

も
さ
わ
ら
す
き
た
り
こ
の
人
〳
〵
あ
る
と
き
は
竹
取

　
（
三
一
）　

を
よ
ひ
出
し
て
む
す
め
を
我
に
た
へ
と
ふ
し
お

　
（
三
二
）　

か
み
手
を
す
り
の
給
へ
と
を
の
か
な
さ
ぬ
子
な
れ
は

　
（
三
三
）　

心
に
も
し
た
か
へ
す
と
な
ん
い
ひ
て
月
日
を
ゝ
く
る

　
（
三
四
）　

か
ゝ
れ
は
此
人
〳
〵
家
に
か
え
り
て
も
の
を
い
の
り
を

　
（
三
五
）　

し
く
わ
ん
を
立
お
も
ひ
や
む
へ
く
も
あ
ら
す
さ
り
共

　
（
三
六
）　

つ
ひ
に
男
あ
は
せ
さ
ら
ん
や
は
と
思
ひ
い
て
た
の

　
（
三
七
）　

み
を
か
け
た
り
あ
な
か
ち
に
心
さ
し
を
見
え
あ
り

　
（
三
八
）　

く
こ
れ
を
見
つ
け
て
お
き
な
か
く
や
ひ
め
に
い
ふ
や

　
（
三
九
）　

う
御
身
は
ほ
と
け
へ
ん
け
の
人
と
申
な
か
ら
こ
れ
ほ
と
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（
四
〇
）　

お
ほ
き
さ
ま
て
や
し
な
ひ
た
て
ま
つ
る
心
さ
し

　
（
四
一
）　

を
ろ
か
な
ら
す
お
き
な
の
申
さ
ん
事
き
ゝ
給
ひ

　
（
四
二
）　

て
ん
や
と
い
へ
は
か
く
や
ひ
め
何
こ
と
を
か
の
給
は
ん
こ

　
（
四
三
）　

と
は
う
け
給
は
ら
さ
ら
ん
へ
ん
け
の
も
の
に
て
侍
り
け
ん

　
（
四
四
）　

み
と
も
し
ら
す
お
や
と
こ
そ
思
ひ
奉
れ
と
い
ふ
お
き

　
（
四
五
）　

な
う
れ
し
く
も
の
給
ふ
も
の
か
な
と
い
ふ
お
き
な
年

　
（
四
六
）　

七
十
に
あ
ま
り
ぬ
け
ふ
と
も
あ
す
と
も
し
ら
す
こ
の

　
（
四
七
）　

世
の
人
は
男
は
女
に
あ
ふ
事
を
す
女
は
お
と
こ
に
あ

　
（
四
八
）　

ふ
事
を
す
そ
の
ゝ
ち
な
ん
門
ひ
ろ
く
も
な
り
侍
る

　
（
四
九
）　

い
か
て
か
さ
る
事
な
く
て
は
お
は
せ
ん
か
く
や
ひ
め
の

　
（
五
〇
）　

い
は
く
な
ん
て
う
さ
る
事
か
し
侍
ら
ん
と
い
へ
は
へ
ん

　
（
五
一
）　

け
の
人
と
い
ふ
と
も
女
の
み
も
ち
給
へ
り
お
き
な
の

　
（
五
二
）　

あ
ら
ん
か
き
り
は
か
う
て
も
い
ま
せ
か
し
こ
の
人
〳
〵

　
（
五
三
）　

の
年
月
を
へ
て
か
う
の
み
い
ま
し
つ
ゝ
の
給
ふ
こ
と

　
（
五
四
）　

を
思
ひ
さ
た
め
て
ひ
と
り
〳
〵
に
あ
ひ
給
へ
や
と

　
（
五
五
）　

い
へ
は
か
く
や
ひ
め
い
は
く
能
も
あ
ら
ぬ
か
た
ち
を

　
（
五
六
）　

ふ
か
き
心
も
し
ら
て
あ
た
心
つ
き
な
は
の
ち
く
や
し

　
（
五
七
）　

き
事
も
あ
る
へ
き
を
と
お
も
ふ
は
か
り
な
り
世
の
か
し

　
（
五
八
）　

こ
き
人
な
り
と
も
ふ
か
き
心
さ
し
を
し
ら
て
は
あ
ひ

　
（
五
九
）　

か
た
し
と
な
ん
思
ふ
と
い
ふ
お
き
な
い
は
く
思
ひ
の

　
（
六
〇
）　

こ
と
く
も
の
給
ふ
か
な
そ
も
〳
〵
い
か
や
う
な
る
心

　
（
六
一
）　

さ
し
あ
ら
ん
人
に
か
あ
は
ん
と
お
ほ
す
か
は
か
り
心
さ

　
（
六
二
）　

し
を
ろ
か
な
ら
ぬ
人
〳
〵
に
こ
そ
あ
め
れ
か
く
や
姫

　
（
六
三
）　

の
い
は
く
か
は
か
り
の
ふ
か
き
を
か
み
ん
と
い
は
ん
い
さ

　
（
六
四
）　

さ
か
か
の
こ
と
な
り
人
の
こ
こ
ろ
さ
し
ひ
と
し
か
ん
な
り

　
（
六
五
）　

い
か
て
か
中
に
お
と
り
ま
さ
り
は
し
ら
む
五
人
の
中
に

　
（
六
六
）　

ゆ
か
し
き
も
の
を
見
せ
給
へ
ら
ん
に

　
（
六
七
）　

御
こ
ゝ
ろ
さ
し
ま
さ
り
た
り

　
（
六
八
）　

と
て
つ
か
ふ
ま
つ
ら
ん
と

　
（
六
九
）　

そ
の
お
は
す
ら
ん

　
（
七
〇
）　

人
〳
〵
に
申
給
へ

　
（
七
一
）　

と
い
ふ

第
二
段
絵

　
﹇
第
三
段
﹈

　
（
一
）　

よ
き
事
な
り
と
う
け
つ
日
く
る
ゝ
ほ
と
れ
い
の

　
（
二
）　

あ
つ
ま
り
ぬ
人
〳
〵
あ
る
い
は
ふ
え
を
ふ
き
或
は
歌

　
（
三
）　

を
う
た
ひ
或
は
し
や
う
か
を
し
あ
る
ひ
は
う
そ
を

　
（
四
）　

ふ
き
あ
ふ
ひ
を
な
ら
し
な
と
す
る
に
お
き
な
出
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（
五
）　

て
い
は
く
か
た
し
け
な
く
き
た
な
け
成
所
に
年

　
（
六
）　

月
を
へ
て
も
の
し
給
ふ
事
あ
り
か
た
く
か
し
こ
ま

　
（
七
）　

る
と
申
お
き
な
の
い
の
ち
け
ふ
あ
す
と
も
知
ら
ぬ

　
（
八
）　

を
か
く
の
給
ふ
君
た
ち
に
も
よ
く
思
ひ
さ
た
め
て

　
（
九
）　

つ
か
ふ
ま
つ
れ
と
申
も
こ
と
は
り
な
り
い
つ
れ
も

　
（
一
〇
）　

お
と
り
ま
さ
り
お
は
し
ま
さ
ね
は
御
心
さ
し
の
ほ
と
は

　
（
一
一
）　

み
ゆ
へ
し
つ
か
う
ま
つ
ら
ん
こ
と
は
そ
れ
に
な
ん
さ
た
む

　
（
一
二
）　

へ
し
と
い
へ
は
こ
れ
よ
き
事
也
人
の
う
ら
み
あ
る
ま
し

　
（
一
三
）　

と
い
ふ
五
人
の
ひ
と
〳
〵
も
よ
き
事
也
と
い
へ
は
お
き

　
（
一
四
）  

な
い
り
て
い
ふ
か
く
や
ひ
め
い
し
つ
く
り
の
御
子
に
は

　
（
一
五
）　

ほ
と
け
の
御
い
し
の
は
ち
と
い
ふ
も
の
あ
り
そ
れ
を

　
（
一
六
）　

と
り
て
給
へ
と
い
ふ
く
ら
も
ち
の
御
子
に
は
ひ
か
し
の

　
（
一
七
）　

う
み
に
ほ
う
ら
い
と
い
ふ
山
あ
る
そ
れ
に
し
ろ
か
ね

　
（
一
八
）　

を
根
と
し
こ
か
ね
を
く
き
と
し
白
き
玉
を
み
と
し
て

　
（
一
九
）　

立
て
る
木
あ
り
そ
れ
一
え
た
お
り
て
給
は
ら
ん
と

　
（
二
〇
）　

い
ふ
今
ひ
と
り
に
は
も
ろ
こ
し
に
あ
る
火
ね
す
み
の
か
は

　
（
二
一
）　

き
ぬ
を
給
へ
大
伴
の
大
納
言
に
は
た
つ
の
く
ひ
に

　
（
二
二
）　

五
し
き
に
ひ
か
る
玉
あ
り
そ
れ
を
と
り
て
給
へ
い
そ

　
（
二
三
）　

の
か
み
の
中
納
言
に
は
つ
は
く
ら
め
の
も
た
る
こ

　
（
二
四
）　

や
す
の
か
ひ
と
り
て
給
へ
と
い
ふ
お
き
な
か
た
き
こ
と

　
（
二
五
）  

に
こ
そ
あ
な
れ
こ
の
く
に
ゝ
あ
る
も
の
に
も
あ
ら
す
か
く

　
（
二
六
）　

か
た
き
こ
と
を
は
い
か
に
申
さ
ん
と
い
ふ
か
く
や
ひ
め
な

　
（
二
七
）　

に
か
か
た
か
ら
ん
と
い
へ
は
お
き
な
と
も
あ
れ
か
く
も
あ

　
（
二
八
）　

れ
申
さ
ん
と
て
出
て
か
く
な
ん
聞
ゆ
る
や
う
に
見

　
（
二
九
）　

給
へ
と
い
へ
は
御
子
た
ち
か
ん
た
ち
め
聞
て
お
い
ら
か

　
（
三
一
）　

に
あ
た
り
よ
り
た
に
な
あ
り
き
そ
と
や
は
の
給
は
ぬ
と

　
（
三
一
）　

い
ひ
て
う
ん
し
て
み
な
か
へ
り
ぬ
な
を
此
女
み
て
は
世

　
（
三
二
）　

に
あ
る
ま
し
き
心
ち
の
み
し
け
れ
は
て
ん
ち
く
に
あ
る
物

　
（
三
三
）　

も
も
て
こ
ぬ
も
の
か
は
と
思
ひ
め
く
ら
し
て
い
し
つ
く
り

　
（
三
四
）　

の
御
子
は
心
の
し
た
く
あ
る
人
に
て
天
ち
く
に
二
つ
と

　
（
三
五
）　

な
き
は
ち
を
百
千
万
里
の
ほ
と
い
き
た
り
と
も
い

　
（
三
六
）　

か
て
か
と
る
へ
き
と
思
ひ
て
か
く
や
ひ
め
の
も
と
に

　
（
三
七
）　

は
け
ふ
な
ん
て
ん
ち
く
へ
い
し
の
は
ち
と
り
に
ゆ
か
る
と

　
（
三
八
）　

き
か
せ
て
三
年
は
か
り
大
和
の
く
に
と
を
ち
の
こ

　
（
三
九
）　

ほ
り
に
あ
る
山
寺
に
ひ
ん
す
る
の
ま
へ
な
る
は
ち

　
（
四
〇
）　

の
ひ
た
く
ろ
に
す
み
つ
き
た
る
を
と
り
て
に
し
き
の

　
（
四
一
）　

ふ
く
ろ
に
入
て
つ
く
り
花
の
え
た
に
つ
け
て
か
く
や

　
（
四
二
）　

ひ
め
の
家
に
も
て
き
て
み
せ
け
れ
は
か
く
や
ひ
め

　
（
四
三
）　

あ
や
し
か
り
て
み
れ
は
は
ち
の
中
に
文
あ
り
ひ
ろ
け
て

　
（
四
四
）　

み
れ
は
う
み
山
の
み
ち
に
心
を
つ
く
し
は
て
な
い
し



― 162―

共
同
研
究
「
共
立
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
絵
巻
の
基
礎
的
研
究
」

　
（
四
五
）　

の
は
ち
の
涙
な
か
れ
き
か
く
や
ひ
め
ひ
か
り
や
有

　
（
四
六
）　

と
見
る
に
ほ
た
る
は
か
り
の
ひ
か
り
た
に
な
し

　
（
四
七
）　　

　

を
く
つ
ゆ
の
ひ
か
り
を
た
に
も
や
と
さ
ま
し

　
（
四
八
）　　

　

を
く
ら
の
山
に
て
何
も
と
め
け
ん

　
（
四
九
）　

と
て
返
し
出
す
は
ち
を
門
に
す
て
ゝ
此
う
た
の

　
（
五
〇
）　

か
へ
し
を
す

　
（
五
一
）　　

　

し
ら
山
に
あ
へ
は
ひ
か
り
の
う
す
る
か
と

　
（
五
二
）　　

　

は
ち
を
す
て
ゝ
も
た
の
ま
る
ゝ
か
な

　
（
五
三
）　

と
よ
み
て
入
た
り
か
く
や
ひ
め
返
し
も
せ
す
な
り
ぬ
み
ゝ

　
（
五
四
）　

に
も
聞
入
さ
り
け
れ
は
い
ひ
か
ゝ
つ
ら
ひ
て
か
へ
り
ぬ
か
の

　
（
五
五
）　

は
ち
を
す
て
ゝ
ま
た
い
ひ
け
る
よ
り
そ
を
お
も
な
き
こ
と

　
（
五
六
）　

を
は
は
ち
を
す
つ
と
は
い
ひ
け
る

第
三
段
絵

　
﹇
第
四
段
﹈

　
（
一
）　

く
ら
も
ち
の
御
子
は
心
た
は
か
り
あ
る
人
に
て
お
ほ
や

　
（
二
）　

け
に
は
つ
く
し
の
国
に
ゆ
あ
ゆ
み
に
ま
か
ら
ん
と
て

　
（
三
）　

い
と
ま
申
て
か
く
や
ひ
め
の
家
に
は
玉
の
え
た
と

　
（
四
）　

り
に
な
ん
ま
か
る
と
い
は
せ
て
く
た
り
給
ふ
に
つ
か
う

　
（
五
）　

ま
つ
る
へ
き
人
〳
〵
み
な
な
に
は
ま
て
み
を
く
り

　
（
六
）　

し
け
る
御
子
い
と
し
の
ひ
て
と
の
給
は
せ
て
人
も

　
（
七
）　

あ
ま
た
ゐ
て
お
は
し
ま
さ
す
ち
か
う
ま
つ
る
か
き
り
し

　
（
八
）　

て
い
て
給
ひ
み
を
く
り
の
人
〳
〵
み
た
て
ま
つ
り

　
（
九
）　

を
く
り
て
か
へ
り
ぬ
お
は
し
ま
し
ぬ
と
人
に
は
み
え
給

　
（
一
〇
）　

ひ
て
三
日
は
か
り
あ
り
て
こ
き
か
へ
り
給
ひ
ぬ
か
ね

　
（
一
一
）　

て
こ
と
み
な
仰
た
り
け
れ
は
そ
の
時
一
つ
の
た
か
ら

　
（
一
二
）　

成
け
る
か
た
く
み
六
人
を
め
し
と
り
て
た
は
や
す
く

　
（
一
三
）　

人
よ
り
く
ま
し
き
家
を
つ
く
り
て
か
ま
と
を
み
へ

　
（
一
四
）　

し
こ
め
て
た
か
み
く
ら
を
入
給
ひ
つ
ゝ
御
子
も
同
所

　
（
一
五
）　

に
こ
も
り
給
ひ
て
知
ら
せ
給
ひ
た
る
限
十
六
そ
を

　
（
一
六
）　

か
み
に
く
と
を
あ
け
て
玉
の
え
た
を
つ
く
り
給
か
く

　
（
一
七
）　

や
姫
の
給
ふ
や
う
に
た
か
は
す
つ
く
り
出
つ
い
と
か
し

　
（
一
八
）　

こ
く
た
は
か
り
て
な
に
は
に
み
そ
か
み
も
て
い
て

　
（
一
九
）　

ぬ
舟
に
の
り
て
か
へ
り
き
に
け
り
と
殿
に
つ
け

　
（
二
〇
）　

や
り
て
い
と
い
た
く
く
る
し
か
り
た
る
様
し
て
ゐ
給
へ
り

　
（
二
一
）　

む
か
へ
に
人
お
ほ
く
来
り
た
り
玉
の
え
た
を
長
ひ
つ

　
（
二
二
）　

に
入
て
も
の
お
ほ
ひ
て
持
て
ま
い
る
い
つ
か
聞
け
ん

　
（
二
三
）　

く
ら
も
ち
の
御
子
は
う
と
ん
く
ゑ
の
花
も
ち
て
の

　
（
二
四
）　

ほ
り
給
へ
り
と
の
ゝ
し
り
け
り
是
を
か
く
や
ひ
め
聞
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（
二
五
）　

て
我
は
こ
の
御
子
に
ま
け
ぬ
へ
し
と
む
ね
つ
ふ
れ

　
（
二
六
）　

て
思
ひ
け
り

第
四
段
絵

　
﹇
第
五
段
﹈

　
（
一
）　

か
ゝ
る
ほ
と
に
門
を
た
ゝ
き
て
く
ら
も
ち
の
御
子
お

　
（
二
）　

は
し
た
り
と
つ
く
旅
の
御
す
か
た
な
か
ら
お
は
し
た
り

　
（
三
）　

と
い
へ
は
あ
ひ
た
て
ま
つ
る
御
子
の
給
は
く
い
の
ち
を

　
（
四
）　

す
て
ゝ
か
の
玉
の
え
た
も
ち
て
き
た
る
と
て
か
く

　
（
五
）　

や
ひ
め
に
見
せ
た
て
ま
つ
り
給
へ
と
い
へ
は
お
き
な

　
（
六
）　

も
ち
て
入
た
り
此
玉
の
枝
に
ふ
み
そ
付
た
り
け
る

　
（
七
）　　

　

い
た
つ
ら
に
身
は
な
し
つ
と
も
玉
の
え
を

　
（
八
）　　

　

た
を
ら
て
さ
ら
に
か
へ
ら
さ
ら
ま
し

　
（
九
）　

是
を
も
あ
は
れ
と
も
見
て
を
る
に
竹
と
り
の
お
き
な

　
（
一
〇
）　

は
し
り
入
て
い
は
く
此
御
子
に
申
給
ひ
し
ほ
う
ら
い

　
（
一
一
）　

の
玉
の
え
た
を
一
つ
の
と
こ
ろ
を
あ
や
ま
た
す
も
て

　
（
一
二
）　

お
は
し
ま
せ
り
何
を
も
ち
て
と
か
く
申
へ
き
た
ひ
の

　
（
一
三
）　

御
す
か
た
な
か
ら
わ
か
御
家
へ
も
よ
り
給
は
す
し
て
お
は
し

　
（
一
四
）　

ま
し
た
り
は
や
こ
の
御
子
に
あ
ひ
つ
か
う
ま
つ
り
給
へ

　
（
一
五
）　

と
い
ふ
に
物
も
い
は
す
つ
ら
つ
え
を
つ
き
て
い
み

　
（
一
六
）　

し
く
な
け
か
し
け
に
思
ひ
た
り
こ
の
御
子
今
さ
へ

　
（
一
七
）　

何
か
と
い
ふ
へ
か
ら
す
と
い
ふ
ま
ゝ
に
え
ん
に
は
ひ
の

　
（
一
八
）　

ほ
り
給
ぬ
お
き
な
こ
と
わ
り
に
思
ふ
こ
の
く
に
ゝ
み
え

　
（
一
九
）　

ぬ
玉
の
枝
な
り
此
た
ひ
は
い
か
て
か
い
な
ひ
申
さ
ん
人

　
（
二
〇
）　

さ
ま
も
よ
き
人
に
お
わ
す
な
と
い
ひ
ゐ
た
り
か
く
や

　
（
二
一
）　

ひ
め
の
い
ふ
や
う
お
や
の
ゝ
給
ふ
事
を
ひ
た
ふ
る
に

　
（
二
二
）　

い
な
ひ
申
さ
ん
こ
と
の
い
と
を
し
さ
に
取
り
か
た
き
も
の

　
（
二
三
）　

を
か
く
あ
さ
ま
し
く
も
て
来
る
事
を
ね
た
く
思
ひ

　
（
二
四
）　

お
き
な
ね
や
の
う
ち
し
つ
ら
ひ
な
と
す
お
き
な

　
（
二
五
）　

御
子
に
申
や
う
い
か
な
る
所
に
か
こ
の
木
は
侍
け
ん

　
（
二
六
）　

あ
や
し
く
う
る
は
し
く
め
て
た
き
物
に
も
と
申
御
子

　
（
二
七
）　

こ
た
へ
て
の
給
は
く
さ
お
と
ゝ
し
の
二
月
の
十
日
こ

　
（
二
八
）　

ろ
に
難
波
よ
り
舟
に
の
り
て
海
中
に
出
て
ゆ
か
ん

　
（
二
九
）　

方
も
し
ら
す
お
ほ
え
し
か
と
思
ふ
事
な
ら
て
世
中

　
（
三
〇
）　

に
い
き
何
か
せ
ん
と
思
ひ
し
か
は
た
ゝ
む
な
し
き
風

　
（
三
一
）　

に
ま
か
せ
て
あ
り
く
い
の
ち
し
な
は
い
か
ゝ
は
せ
ん
生

　
（
三
二
）　

て
あ
ら
ん
限
か
く
あ
り
き
て
ほ
う
ら
い
と
い
ふ
ら
ん
山

　
（
三
三
）　

に
あ
ふ
や
と
海
に
こ
き
た
ゝ
よ
ひ
あ
り
き
て
我
国

　
（
三
四
）　

の
中
を
は
な
れ
て
あ
り
き
ま
か
り
し
に
あ
る
時
は
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（
三
五
）　

な
み
あ
れ
つ
ゝ
う
み
の
そ
こ
に
も
入
ぬ
へ
く
あ
る
と

　
（
三
六
）　

き
に
は
風
に
つ
け
て
し
ら
ぬ
国
に
吹
よ
せ
ら
れ
て
お

　
（
三
七
）　

に
の
や
う
な
る
物
出
来
て
こ
ろ
さ
ん
と
し
き
あ
る
時

　
（
三
八
）　

に
は
こ
し
き
か
た
行
末
も
し
ら
て
う
み
に
ま
き
れ
ん
と
し

　
（
三
九
）　

き
時
に
は
か
て
つ
き
て
草
の
ね
を
く
い
も
の
と
し

　
（
四
〇
）　

あ
る
と
き
は
い
は
ん
か
た
な
く
む
く
つ
け
ゝ
な
る
も
の

　
（
四
一
）　

の
き
て
く
ひ
か
ゝ
ら
ん
と
し
き
あ
る
と
き
は
う
み

　
（
四
二
）　

の
か
ひ
を
と
り
て
い
の
ち
を
つ
く
た
ひ
の
そ
ら
に

　
（
四
三
）　

た
す
け
給
ふ
へ
き

　
（
四
四
）　

人
も
な
き
と
こ
ろ
に
い
ろ
〳

　〵

　
（
四
五
）　

の
や
ま
ひ
を
し
て

　
（
四
六
）　

行
事
そ
ら
も

　
（
四
七
）　

お
ほ
え
す
ふ
ね
の
ゆ
く
に
ま
か
せ

　
（
四
八
）　

て
う
み
に
た
ゝ
よ
ひ
て

第
五
段
絵

　
﹇
第
六
段
﹈

　
（
一
）　

五
百
日
と
い
ふ
た
つ
の
こ
く
は
か
り
に
う
み
の
中
に

　
（
二
）　

わ
つ
か
に
山
み
ゆ
舟
の
中
を
な
ん
せ
め
て
み
る

　
（
三
）　

う
み
の
う
え
に
た
ゝ
よ
へ
る
山
い
と
お
ほ
き
に
て

　
（
四
）　

あ
り
そ
の
山
の
さ
ま
た
か
く
う
る
は
し
是
や
わ
か

　
（
五
）　

も
と
む
る
山
な
ら
ん
と
思
ひ
て
さ
す
か
に
お
そ
ろ

　
（
六
）　

し
く
お
ほ
え
て
山
の
め
く
り
を
さ
し
め
く
ら
し
て
二

　
（
七
）　

三
日
は
か
り
見
あ
り
く
に
天
人
の
よ
そ
ほ
ひ
し
た
る

　
（
八
）　

女
山
の
中
よ
り
出
き
て
し
ろ
か
ね
の
か
な
ま
る
を

　
（
九
）　

も
ち
て
水
を
く
み
あ
り
く
こ
れ
を
み
て
舟
よ
り

　
（
一
〇
）　

お
り
て
こ
の
山
の
名
を
見
あ
り
く
是
を
見
て
舟

　
（
一
一
）　

よ
り
お
り
て
こ
の
山
の
名
を
何
と
か
申
と
と
ふ

　
（
一
二
）　

女
こ
た
へ
て
云
こ
れ
は
ほ
う
ら
い
の
山
な
り
と
こ
た
ふ

　
（
一
三
）　

是
を
聞
に
う
れ
し
き
事
限
な
し
此
女
か
く
の
給
ふ

　
（
一
四
）　

は
誰
そ
と
と
ふ
我
名
は
は
う
か
ん
な
と
い
ひ
て
ふ
と

　
（
一
五
）　

山
の
中
に
入
ぬ
そ
の
山
を
見
る
に
さ
ら
に
上
る
へ

　
（
一
六
）　

き
様
な
し
そ
の
山
の
そ
は
ひ
ら
を
め
く
れ
は
世
中
に

　
（
一
七
）　

な
き
花
の
木
と
も
た
て
り
金
し
ろ
か
ね
る
り
色
の

　
（
一
八
）　

水
山
よ
り
な
か
れ
出
た
り
そ
れ
に
は
色
〳
〵
の
玉
の
橋

　
（
一
九
）　

わ
た
せ
り
そ
の
あ
た
り
に
て
り
か
ゝ
や
く
木
共
た

　
（
二
〇
）　

て
り
そ
の
中
に
此
と
り
て
も
ち
て
ま
う
て
き
た

　
（
二
一
）　

り
し
は
い
と
わ
ろ
か
り
し
か
と
も
の
給
ひ
し
に
た
か
は

　
（
二
二
）　

ま
し
か
は
と
こ
の
花
を
折
り
て
ま
ふ
て
来
る
也
山
は
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（
二
三
）　

か
き
り
な
く
お
も
し
ろ
し
世
に
た
と
ふ
へ
き
に
あ
ら
さ

　
（
二
四
）　

り
し
か
と
此
え
た
を
折
て
し
か
は
さ
ら
に
心
も
と
な

　
（
二
五
）　

く
て
舟
に
の
り
て
お
ひ
風
ふ
き
て
四
百
余
日
に

　
（
二
六
）　

な
ん
ま
う
て
き
に
し
大
願
力
に
や
な
ん
は
よ
り

　
（
二
七
）　

き
の
ふ
南
都
に
ま
ふ
て
き
つ
る
さ
ら
に
し
ほ
に

　
（
二
八
）　

ぬ
れ
た
る
衣
た
に
ぬ
き
か
へ
な
て
な
ん
立
ま
ふ
て

　
（
二
九
）　

き
つ
る
と
の
給
へ
は
お
き
な
聞
て
打
嘆
て
よ
め
る

　
（
三
〇
）　　

　

く
れ
竹
の
世
々
の
竹
と
り
野
山
に
も

　
（
三
一
）　　

　

さ
や
は
わ
ひ
し
き
ふ
し
を
の
み
み
し

　
（
三
二
）　

是
を
御
子
聞
て
こ
ゝ
ら
の
日
こ
ろ
の
思
ひ
わ
ひ
侍
つ
る

　
（
三
三
）　

心
は
け
ふ
な
ん
お
ち
ゐ
ぬ
る
と
の
給
ひ
て
か
へ
し

　
（
三
四
）　　

　

わ
か
た
も
と
け
ふ
か
は
け
れ
は
わ
ひ
し
さ
の

　
（
三
五
）　　

　

千
く
さ
の
か
す
も
忘
ら
れ
ぬ
へ
し

　
（
三
六
）　

と
の
給
ひ
か
ゝ
る
ほ
と
に
お
と
こ
共
六
人
つ
ら
ね
て

　
（
三
七
）　

に
は
に
出
来
一
人
の
男
ふ
は
さ
み
に
文
を
は
さ
み

　
（
三
八
）　

て
申
て
も
ん
つ
か
さ
の
た
く
み
あ
や
へ
の
う
ち
ま
ろ

　
（
三
九
）　

申
さ
く
玉
の
木
を
つ
く
り
つ
か
ふ
ま
つ
り
し
事

　
（
四
〇
）　

こ
ゝ
く
を
立
て
千
余
日
に
ち
か
ら
を
つ
く
し
た
る

　
（
四
一
）　

事
す
く
な
か
ら
す
し
か
る
に
ろ
く
い
ま
た
給
は
ら
す

　
（
四
二
）　

こ
れ
を
給
て
わ
ろ
き
け
こ
に
給
せ
ん
と
い
ひ
て

　
（
四
三
）　

さ
ゝ
け
た
る
竹
と
り
の
お
き
な
こ
の
た
く
み
ら
か

　
（
四
四
）　

申
事
は
何
こ
と
そ
と
か
た
ふ
き
を
り
御
子
は
こ
れ
を

　
（
四
五
）　

か
く
や
ひ
め
聞
て
此
奉
る
文
を
と
れ
と
い
ひ
て
み

　
（
四
六
）　

れ
は
文
に
申
し
け
る
や
う
御
子
の
君
千
日
い
や
し
き

　
（
四
七
）　

た
く
み
ら
と
も
ろ
と
も
同
所
に
か
く
れ
ゐ
給
ひ
て

　
（
四
八
）　

か
し
こ
き
玉
の
え
た
を
つ
く
ら
せ
給
ひ
て
つ
か
さ

　
（
四
九
）　

も
給
は
ら
ん
と
仰
給
ひ
き
こ
れ
を
此
こ
ろ
あ
ん
す
る

　
（
五
〇
）　

に
御
つ
か
ひ
と
お
は
し
ま
す
へ
き
か
く
や
ひ
め
の

　
（
五
一
）　

え
う
し
給
ふ
へ
き
成
け
り
と
う
け
給
は
り
て
此
宮

　
（
五
二
）　

よ
り
給
は
ら
ん
と
申
て
給
へ
き
な
り
と
い
ふ
を
聞

　
（
五
三
）　

て
か
く
や
姫
く
る
ゝ
ま
ゝ
に
思
わ
ひ
つ
る
心
ち
わ
ら

　
（
五
四
）　

ひ
さ
か
へ
て
お
き
な
を
よ
ひ
と
り
て
い
ふ
や
う
ま

　
（
五
五
）　

こ
と
に
ほ
う
ら
い
の
き
か
と
こ
そ
思
ひ
つ
れ
か
く
あ

　
（
五
六
）　

さ
ま
し
き
そ
ら
こ
と
に
て
あ
り
け
れ
は
は
や
返
し

　
（
五
七
）　

給
へ
と
い
へ
は
お
き
な
こ
た
ふ
さ
た
か
に
つ
く
ら
せ
た
る

　
（
五
八
）　

も
の
と
聞
つ
れ
は
か
へ
さ
ん
こ
と
い
と
や
す
し
と
う
な

　
（
五
九
）　

つ
き
を
り
か
く
や
ひ
め
の
心
ゆ
き
は
て
ゝ
あ
り

　
（
六
〇
）　

つ
る
歌
の
返
し

　
（
六
一
）　　

　

ま
こ
と
か
と
聞
て
み
つ
れ
は
こ
と
の
葉
を

　
（
六
二
）　　

　

か
さ
れ
る
玉
の
枝
に
そ
あ
り
け
る
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（
六
三
）　

と
い
ひ
て
玉
の
え
た
も
か
へ
し
つ
竹
と
り
の
お
き

　
（
六
四
）　

な
さ
は
か
り
か
た
ら
ひ
つ
る
か
さ
す
か
に
お
ほ
え
て
ね
ふ

　
（
六
五
）　

り
を
り
御
子
は
た
つ
も
は
し
た
ゐ
る
も
は
し
た
に
て

　
（
六
六
）　

ゐ
給
へ
り
日
の
暮
ぬ
れ
は
す
へ
り
い
て
給
ひ
ぬ
か
の

　
（
六
七
）　

う
れ
へ
を
せ
し
た
く
み
を
は
か
く
や
ひ
め
よ
ひ
す
へ

　
（
六
八
）　

て
う
れ
し
き
人
と
も
な
り
と
い
ひ
て
ろ
く
い
と

　
（
六
九
）　

お
ほ
く
と
ら
せ
給
ふ
た
く
み
ら
い
み
し
く
よ
ろ
こ

　
（
七
〇
）　

ひ
て
思
ひ
つ
る
様
に
も
あ
る
か
な
と
い
ひ
て
か
へ
る
道

　
（
七
一
）　

に
て
く
ら
も
ち
の
御
子
の
ち
の
な
か
る
ゝ
ま
て
調

　
（
七
二
）　

さ
せ
給
ふ
ろ
く
え
し
か
ひ
も
な
く
み
な
と
り
す
て

　
（
七
三
）　

さ
せ
給
ひ
て
け
れ
は
に
け
う
せ
に
け
り
か
く
て

　
（
七
四
）　

こ
の
御
子
一
し
や
う
の
は
ち
こ
れ
に
過
る
は
あ
ら

　
（
七
五
）　

し
女
を
え
す
な
り
ぬ
の
み
に
あ
ら
す
天
下
の
人

　
（
七
六
）　

の
お
も
は
ん
こ
と
の
は
つ
か
し
き
こ
と
ゝ
の
給
ひ
て

　
（
七
七
）　

た
ゝ
一
と
こ
ろ
ふ
か
き
山
へ
給
ぬ
宮
つ
か
さ
さ
ふ
ら

　
（
七
八
）　

ふ
人
〳
〵
み
な
手
を
わ
か
ち
て
も
と
め
た
て
ま
つ

　
（
七
九
）　

れ
と
も
御
死
に
も
や
し
給
ひ
け
ん
え
見
つ
け
た
て

　
（
八
〇
）　

ま
つ
ら
す
な
り
ぬ
御
子
の
御
と
も
に
か
く
し
た
ま

　
（
八
一
）　

は
ん
と
て
と
し
こ
ろ
見
え
給
は
さ
り
け
る
な
り
こ
れ

　
（
八
二
）　

を
な
ん
玉
さ
か
る
と
は
い
ひ
は
し
め
け
る

第
六
段
絵

　
﹇
第
七
段
﹈

　
（
一
）　

左
大
臣
あ
へ
の
み
む
ら
し
は
た
か
ら
ゆ
た
か
に
家

　
（
二
）　

ひ
ろ
き
人
に
て
お
は
し
け
る
そ
の
と
し
き
た
り

　
（
三
）　

け
る
も
ろ
こ
し
ふ
ね
の
わ
う
け
い
と
い
ふ
人
の
も
と

　
（
四
）　

に
文
を
か
き
て
火
ね
す
み
の
か
は
と
い
ふ
な
る

　
（
五
）　

も
の
か
ひ
て
を
こ
せ
よ
と
て
つ
か
ふ
ま
つ
る
人
の

　
（
六
）　

中
に
心
た
し
か
な
る
を
え
ら
ひ
て
小
野
の
ふ
さ

　
（
七
）　

も
り
と
い
ふ
人
を
つ
け
て
つ
か
は
す
も
て
い
た
り

　
（
八
）　

か
の
く
に
に
を
る
わ
う
け
い
に
金
を
と
ら
す
わ
う

　
（
九
）　

け
い
ふ
み
を
ひ
ろ
け
て
見
て
返
事
か
く
火
ね
す

　
（
一
〇
）　

み
の
か
は
こ
ろ
も
こ
の
国
に
な
き
も
の
な
り
を
と
に
は

　
（
一
一
）　

き
け
と
も
い
ま
た
み
ぬ
も
の
な
り
世
に
あ
る
も
の

　
（
一
二
）　

な
ら
は
こ
の
く
に
ゝ
も
も
て
ま
ふ
て
き
な
ま
し
い

　
（
一
三
）　

と
か
た
き
あ
き
な
ひ
な
り
し
か
れ
と
も
も
し
天

　
（
一
四
）　

ち
く
に
た
ま
さ
か
に
も
て
わ
た
り
な
は
わ
か
長

　
（
一
五
）　

し
や
の
あ
た
り
に
と
ふ
ら
ひ
も
と
め
ん
に
な
き

　
（
一
六
）　

も
の
な
ら
は
つ
か
ひ
に
そ
へ
て
金
を
は
か
へ
し
た
て
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（
一
七
）　

ま
つ
ら
ん
と
い
へ
り
か
の
も
ろ
こ
し
ふ
ね
き
け
り

　
（
一
八
）　

小
野
の
ふ
さ
も
り
ま
う
て
き
て
ま
う
の
ほ
る

　
（
一
九
）　

と
い
ふ
事
を
聞
て
あ
ゆ
み
と
う
す
る
馬
を
も
ち

　
（
二
〇
）　

て
は
し
ら
せ
ん
か
へ
さ
せ
給
ふ
時
に
馬
に
の
り
て

　
（
二
一
）　

つ
く
し
よ
り
た
ゝ
七
日
に
ま
う
て
来
る
ふ
み
を

　
（
二
二
）　

み
る
に
い
ふ
火
ね
す
み
の
か
は
衣
か
ら
う
し
て
人

　
（
二
三
）　

を
出
し
て
も
と
め
て
た
て
ま
つ
る
今
の
世
に
も

　
（
二
四
）　

む
か
し
の
世
に
も
こ
の
か
は
ゝ
た
は
や
す
く
な
き
も

　
（
二
五
）　

の
な
り
け
り
む
か
し
か
し
こ
き
天
ち
く
の
ひ
し
り

　
（
二
六
）　

此
国
に
も
て
わ
た
り
て
侍
け
る
に
し
の
山
て
ら

　
（
二
七
）　

に
あ
り
と
き
ゝ
を
よ
ひ
て
お
ほ
や
け
に
申
て
か

　
（
二
八
）　

ら
う
し
て
か
い
と
り
て
た
て
ま
つ
る
あ
た
ひ
の
金

　
（
二
九
）　

す
く
な
し
と
こ
く
し
つ
か
ひ
に
申
し
か
は
わ
う
け
い

　
（
三
〇
）　

か
物
く
は
へ
て
か
ひ
た
り
今
か
ね
五
十
両
給
は
る
へ

　
（
三
一
）　

し
舟
の
か
へ
ら
ん
に
つ
け
て
た
ひ
を
く
れ
も
し
か
ね

　
（
三
二
）　

給
は
ぬ
も
の
な
ら
は
彼
衣
の
し
ち
か
へ
し
た
へ
と
い
へ
る

　
（
三
三
）　

事
を
見
て
何
お
ほ
す
い
ま
か
ね
少
に
こ
そ
あ
な
れ

　
（
三
四
）　

う
れ
し
く
し
て
お
こ
せ
た
る
か
な
と
て
も
ろ
こ
し
の

　
（
三
五
）　

か
た
に
む
か
ひ
て
ふ
し
お
か
み
給
ふ

第
七
段
絵

　
﹇
第
八
段
﹈

　
（
一
）　

此
か
は
き
ぬ
入
た
る
は
こ
を
み
れ
は
く
さ
〳
〵
の
う

　
（
二
）　

る
は
し
き
る
り
を
い
ろ
え
て
つ
く
れ
り
か
わ
き

　
（
三
）　

ぬ
を
み
れ
は
こ
ん
し
や
う
の
い
ろ
な
り
け
の
す
え

　
（
四
）　

に
は
こ
か
ね
の
ひ
か
り
し
さ
ゝ
や
き
た
り
た
か
ら
と

　
（
五
）　

見
え
う
る
は
し
き
事
な
ら
ふ
へ
き
も
の
な
し
火
に

　
（
六
）　

や
け
ぬ
事
よ
り
も
け
う
ら
な
る
事
限
な
し
う
へ

　
（
七
）　

か
く
や
ひ
め
こ
の
も
た
り
給
ふ
に
こ
そ
あ
り
け
れ

　
（
八
）　

と
の
給
ひ
て
あ
な
か
し
こ
と
て
は
こ
に
入
給
ひ

　
（
九
）　

て
も
の
ゝ
え
た
に
つ
け
て
御
身
の
け
さ
う
い
と
い

　
（
一
〇
）　

た
く
し
て
や
り
て
と
ま
り
な
ん
も
の
そ
と
お
ほ
し

　
（
一
一
）　

て
歌
よ
み
く
は
へ
て
も
ち
て
い
ま
し
た
り
そ
の
う

　
（
一
二
）　

た
は

　
（
一
三
）　　

　

か
き
り
な
き
思
ひ
に
や
け
ぬ
か
わ
こ
ろ
も

　
（
一
四
）　　

　

た
も
と
か
わ
き
て
け
ふ
こ
そ
は
き
め

　
（
一
五
）　

と
い
へ
り
家
の
門
に
も
て
い
た
り
て
た
て
り
竹
取

　
（
一
六
）　

出
き
て
と
り
入
て
か
く
や
ひ
め
に
見
す
か
く
や
ひ

　
（
一
七
）　

め
の
か
わ
衣
を
み
て
云
う
る
は
し
き
か
は
な
め
り
わ
き
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（
一
八
）　

て
ま
こ
と
の
か
わ
な
ら
ん
と
し
ら
す
竹
取
こ
た
へ
て
い

　
（
一
九
）　

は
く
と
も
あ
れ
か
く
も
あ
れ
ま
つ
し
や
う
し
い
れ
た
て

　
（
二
〇
）　

ま
つ
ら
ん
世
中
に
み
え
ぬ
か
は
き
ぬ
の
さ
ま
な
れ
は

　
（
二
一
）　

こ
れ
を
と
お
も
ひ
給
ひ
ね
人
な
い
た
く
わ
ひ
さ
せ

　
（
二
二
）　

給
ひ
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ふ
そ
と
い
ひ
て
よ
ひ

　
（
二
三
）　

す
へ
た
て
ま
つ
れ
り
か
く
よ
ひ
す
へ
て
こ
の
た

　
（
二
四
）　

ひ
は
か
な
ら
す
あ
は
ん
と
女
の
心
に
も
思
ひ
を
り

　
（
二
五
）　

こ
の
お
き
な
は
か
く
や
ひ
め
の
や
も
め
な
る
を
な

　
（
二
六
）　

け
か
し
け
れ
は
よ
き
人
に
あ
わ
せ
ん
と
思
ひ
は
か
れ

　
（
二
七
）　

と
せ
ち
に
い
な
と
い
ふ
事
な
れ
は
え
し
ひ
ね
は
こ
と

　
（
二
八
）　

は
り
也
か
く
や
ひ
め
お
き
な
に
い
は
く
こ
の
か
は
衣
は
火

　
（
二
九
）　

に
や
か
ん
に
や
け
す
は
こ
そ
ま
こ
と
な
ら
め
と
お
も
ひ
て

　
（
三
〇
）　

人
の
い
ふ
こ
と
に
も
ま
け
め
世
に
な
き
も
の
な
れ
は

　
（
三
一
）　

そ
れ
を
ま
こ
と
ゝ
う
た
か
ひ
な
く
思
は
ん
と
の
給
ふ

　
（
三
二
）　

な
を
こ
れ
を
や
き
て
心
み
ん
と
云
お
き
な
そ
れ

　
（
三
三
）　

さ
も
い
は
れ
た
り
と
い
ひ
て
大
臣
に
か
く
な
ん
申
と

　
（
三
四
）　

い
ふ
大
臣
こ
た
へ
て
云
こ
の
か
は
ゝ
も
ろ
こ
し
に
も
な

　
（
三
五
）　

か
り
け
る
を
か
ら
う
し
て
も
と
め
た
つ
ね
え
た
る
な
り

　
（
三
六
）　

な
に
の
う
た
か
ひ
あ
ら
ん
さ
は
申
と
も
は
や
ゝ
き

　
（
三
七
）　

て
み
給
へ
と
い
へ
は
火
の
中
に
う
ち
く
へ
て
や
か
せ

　
（
三
八
）　

給
ふ
に
め
ら
〳
〵
と
や
け
ぬ
さ
れ
は
こ
そ
こ
と
物
の

　
（
三
九
）　

か
は
な
り
け
り
と
い
ふ
大
臣
是
を
み
給
ひ
て
か
ほ

　
（
四
〇
）　

は
く
さ
の
は
の
い
ろ
に
て
ゐ
給
へ
り
か
く
や
ひ
め

　
（
四
一
）　

は
あ
な
う
れ
し
と
よ
ろ
こ
ひ
て
ゐ
た
り
か
の
よ
み
給

　
（
四
二
）　

け
る
歌
の
返
し
は
こ
に
入
て
か
へ
す

　
（
四
三
）　　

　

名
こ
り
な
く
も
ゆ
と
し
り
せ
は
か
は
こ
ろ
も

　
（
四
四
）　　

　

お
も
ひ
の
ほ
か
に
置
て
み
ま
し
を

　
（
四
五
）　

と
あ
り
け
る
さ
れ
は
か
へ
り
い
ま
し
に
け
り
世
の
人

　
（
四
六
）　

〳
〵
あ
へ
の
大
臣
火
ね
す
み
の
か
は
衣
を
も
て
い

　
（
四
七
）　

ま
し
て
か
く
や
ひ
め
に
住
給
ふ
と
な
こ
ゝ
に
や
い

　
（
四
八
）　

ま
す
な
と
ゝ
ふ
あ
る
人
の
云
か
は
ゝ
火
に
く
へ
て

　
（
四
九
）　

や
き
た
り
し
か
は
め
ら
〳
〵
と
や
け
に
し
か
は
か
く
や

　
（
五
〇
）　

ひ
め
あ
ひ
給
は
す
と
い
ひ
け
れ
は
こ
れ
を
聞
て

　
（
五
一
）　

そ
と
け
な
き
も
の
を
は
あ
へ
な
し
と
云
け
る

第
八
段
絵

　
﹇
第
九
段
﹈

　
（
一
）　

大
と
も
の
み
ゆ
き
の
大
納
言
は
わ
か
家
に
あ
り

　
（
二
）　

と
あ
る
人
を
あ
つ
め
て
の
給
は
く
た
つ
の
く
ひ
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第
24
号

　
（
三
）　

に
五
し
き
の
ひ
か
り
あ
る
玉
あ
な
り
そ
れ
を
と
り

　
（
四
）　

て
た
て
ま
つ
り
た
ら
ん
人
に
は
ね
か
は
ん
事
を

　
（
五
）　

こ（
マ
マ
）

と
を
か
な
へ
ん
と
の
給
ふ
お
の
こ
と
も
仰
の

　
（
六
）　

事
を
う
け
給
は
り
て
申
さ
く
仰
の
こ
と
は
い
と
も

　
（
七
）　

た
う
と
し
た
ゝ
し
こ
の
玉
た
は
や
す
く
え
と
ら

　
（
八
）　

し
を
い
は
ん
や
た
つ
の
く
ひ
の
玉
は
い
か
ゝ
と
ら

　
（
九
）　

む
と
申
あ
へ
り
大
納
言
の
給
ふ
天
の
つ
か
ひ
と

　
（
一
〇
）　

い
は
ん
も
の
は
い
の
ち
を
す
て
ゝ
も
を
の
か
君
の

　
（
一
一
）　

お
ほ
せ
こ
と
を
は
か
な
へ
ん
と
こ
そ
思
ふ
へ
け
れ
こ
の

　
（
一
二
）　

国
に
な
き
て
ん
し
く
も
ろ
こ
し
の
物
に
も
あ
ら
す

　
（
一
三
）　

こ
の
く
に
の
う
み
山
よ
り
た
つ
は
お
り
の
ほ
る
物
也

　
（
一
四
）　

い
か
に
思
ひ
て
か
な
ん
ち
ら
か
た
き
も
の
と
申
へ
き

　
（
一
五
）　

お
の
こ
と
も
申
や
う
さ
ら
は
い
か
ゝ
は
せ
ん
か
た
き

　
（
一
六
）　

も
の
成
と
も
仰
こ
と
に
し
た
か
ひ
て
も
と
め
に

　
（
一
七
）　

ま
か
ら
ん
と
申
に
大
納
言
見
わ
つ
ら
ひ
て
な
ん

　
（
一
八
）　

ち
ら
か
君
の
つ
か
ひ
と
名
を
な
か
し
つ
君
の
仰
こ

　
（
一
九
）　

と
を
は
い
か
ゝ
は
そ
む
く
へ
き
と
の
給
ふ
た
つ
の
く
ひ

　
（
二
〇
）　

の
玉
と
り
に
と
て
出
し
た
て
給
ふ
此
人
〳
〵
の

　
（
二
一
）　

み
ち
の
か
て
く
ひ
も
の
に
殿
の
う
ち
の
き
ぬ
わ
た

　
（
二
二
）　

せ
に
な
と
あ
る
か
き
り
と
り
出
し
て
つ
か
わ
す
此

　
（
二
三
）　

人
〳
〵
と
も
か
へ
る
ま
て
い
も
ゐ
を
し
て
我
は
お

　
（
二
四
）　

ら
ん
此
玉
と
り
え
て
は
家
に
か
へ
り
く
な
と
の

　
（
二
五
）　

給
は
せ
た
り
を
の
〳
〵
お
ほ
せ
う
け
給
は
り
て
ま

　
（
二
六
）　

か
り
ぬ
た
つ
の
く
ひ
の
玉
と
り
え
す
は
か
へ
り

　
（
二
七
）　

く
な
と
の
給
へ
は
い
つ
ち
も
〳
〵
あ
し
の
む
き
た

　
（
二
八
）　

ら
ん
か
た
へ
い
な
ん
す
か
ゝ
る
す
き
事
を
し
給
ふ
こ

　
（
二
九
）　

と
ゝ
そ
し
り
あ
へ
り
給
は
せ
た
る
も
の
を
の
〳
〵
わ

　
（
三
〇
）　

け
つ
ゝ
取
あ
る
ひ
は
を
の
か
家
に
こ
も
り
ゐ
或
は

　
（
三
一
）　

お
の
か
ゆ
か
ま
ほ
し
き
と
こ
ろ
へ
い
ぬ
お
や
君
と

　
（
三
二
）　

申
共
か
く
つ
き
な
き
こ
と
を
お
ほ
せ
給
ふ
こ
と
ゝ

　
（
三
三
）　

こ
と
ゆ
か
ぬ
も
の
ゆ
へ
大
納
言
を
そ
し
り
あ
ひ

　
（
三
四
）　

た
り
か
く
や
ひ
め
す
へ
ん
に
は
れ
い
や
う
に
は
見

　
（
三
五
）　

に
く
し
と
の
給
ひ
て
う
る
は
し
き
家
を
つ
く
り

　
（
三
六
）　

給
ひ
て
う
る
し
を
ぬ
り
ま
き
ゑ
し
て
返
し
給
て

　
（
三
七
）　

屋
の
う
え
に
は
い
と
を
そ
め
て
い
ろ
〳
〵
ふ
か
せ

　
（
三
八
）　

て
う
ち
〳
〵
の
し
つ
ら
ひ
に
は
い
ふ
へ
く
も
あ
ら
ぬ

　
（
三
九
）　

あ
や
を
り
も
の
に
ゑ
を
か
き
て
ま
こ
と
は
り
た

　
（
四
〇
）　

る
も
と
の
め
と
も
は
か
く
や
ひ
め
を
か
な
ら
す
あ
は

　
（
四
一
）　

む
ま
う
け
し
て
ひ
と
り
あ
か
し
く
ら
し
給
ひ
つ
か

　
（
四
二
）　

は
し
ゝ
人
は
よ
る
ひ
る
ま
ち
給
ふ
に
と
し
こ
ゆ
る
ま
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（
四
三
）　

て
を
と
も
せ
す
心
も
と
な
か
り
て
し
の
ひ
て
た
ゝ

　
（
四
四
）　

と
ね
り
二
人
め
し
つ
き
と
し
て
や
つ
れ
給
ひ
て

　
（
四
五
）　

な
に
は
の
辺
に
お
は
し
ま
し
て
と
ひ
給
ふ
事
は

　
（
四
六
）　

大
伴
の
大
納
言
の
人
や
舟
に
の
り
て
た
つ
こ

　
（
四
七
）　

ろ
し
て
そ
か
く
ひ
の
玉
と
れ
る
と
や
聞
と
と
は

　
（
四
八
）　

す
る
に
舟
人
こ
た
へ
て
い
は
く
あ
や
し
き
事

　
（
四
九
）　

か
な
と
わ
ら
ひ
て
さ
る
わ
さ
す
る
舟
も
な
し

　
（
五
〇
）　

と
こ
た
う
る
に
を
ち
な
き
こ
と
す
る
舟
人
に
も
あ
る

　
（
五
一
）　

か
な
え
し
ら
て
か
く
い
ふ
と
お
ほ
し
て
わ
か
ゆ
み
の

　
（
五
二
）　

ち
か
ら
は
た
つ
あ
ら
は
ふ
と
い
こ
ろ
し
て
く
ひ
の
玉

　
（
五
三
）　

は
と
り
て
ん
を
そ
く
く
る
や
つ
は
ら
を
ま
た
し
と

　
（
五
四
）　

の
給
ひ
て
舟
に
の
り
て
う
み
こ
と
に
あ
り
き

　
（
五
五
）　

い
と
ゝ
を
く
て
つ
く
し
の
か
た
の
う
み
に
こ
き
い
て

　
（
五
六
）　

給
ひ
ぬ
い
か
ゝ
し
け
ん
は
や
き
風
ふ
き
世
か
い
く
ら

　
（
五
七
）　

か
り
て
舟
を
ふ
き
も
て
あ
り
く
い
つ
れ
の
方
共

　
（
五
八
）　

し
ら
す
ふ
ね
を
海
中
に
ま
か
り
い
り
ぬ
へ
く
ふ
き

　
（
五
九
）　

ま
は
し
て
な
み
は
ふ
ね
に
う
ち
か
け
つ
ゝ
ま
き
入

　
（
六
〇
）　

神
は
お
ち
か
ゝ
る
様
に
ひ
ら
め
き
か
ゝ
る
に
大
納

　
（
六
一
）　

言
は
ま
と
い
て
ま
た
か
ゝ
る
わ
ひ
し
き
め
見
す

　
（
六
二
）　

い
か
な
ら
ん
と
す
る
そ
と
の
給
ふ
か
ち
と
り
こ
た
へ

　
（
六
三
）　

て
申
こ
ゝ
ら
舟
に
の
り
て
ま
か
り
あ
り
く
に

　
（
六
四
）　

ま
た
か
ゝ
る
わ
ひ
し
き
め
を
見
す
み
舟
う
み
の

　
（
六
五
）　

そ
こ
に
い
ら
す
は
神
お
ち
か
ゝ
り
ぬ
へ
し
も
し
さ
い

　
（
六
六
）　

は
ひ
に
神
の
た
す
け
あ
ら
は
な
ん
か
い
に
ふ
か

　
（
六
七
）　

れ
お
は
し
ぬ
へ
し
う
た
て
あ
る
ぬ
し
の
み
も
と

　
（
六
八
）　

に
つ
か
ふ
ま
つ
り
て
す
ゝ
ろ
な
る
し
に
を
す
へ

　
（
六
九
）　

か
め
る
か
な
と
か
ん
と
り
な
く
大
納
言
こ
れ
を

　
（
七
〇
）　

聞
て
の
た
ま
は
く
ふ
ね
に
の
り
て
は
か
ち
と

　
（
七
一
）　

り
の
申
事
を
こ
そ
た
か
き
や
ま
と
た
の
め

　
（
七
二
）　

な
と
か
く
た
の
も
し
け
な
く
申
そ
と
あ
を
へ
と

　
（
七
三
）　

を
つ
き
て
の
給
ふ
か
ち
と
り
こ
た
へ
て
申
神

　
（
七
四
）　

な
ら
ね
は
な
に
わ
さ
を
か
つ
か
ふ
ま
つ
ら
ん
か
せ

　
（
七
五
）　

ふ
き
な
み
は
け
し
け
れ
と
も
神
さ
へ
い
た
ゝ

　
（
七
六
）　

き
に
お
ち
か
ゝ
る
や
う
な
る
は
た
つ
を
こ
ろ
さ
ん

　
（
七
七
）　

と
も
と
め
た
ま
へ
は
あ
る
な
り
は
や
て
も
り
う

　
（
七
八
）　

の
ふ
か
す
る
な
り
は
や
神
に
い
の
り
た
ま
へ

　
（
七
九
）　

と
い
ふ
よ
き
事
な
り
と
て
か
ち
と
り
の
御
神

　
（
八
〇
）　

き
こ
し
め
せ
を
と
な
く
こ
ゝ
ろ
を
さ
な
く
た
つ

　
（
八
一
）　

を
こ
ろ
さ
ん
と
お
も
ひ
け
り
今
よ
り
の
ち
は
毛

　
（
八
二
）　

一
す
ち
を
た
に
う
こ
か
し
た
て
ま
つ
ら
し
と
よ
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（
八
三
）　

こ
と
を
は
な
ち
て
た
ち
ゐ
な
く
〳
〵
よ
は
ひ
た

　
（
八
四
）　

ま
ふ
事
千
た
ひ
は
か
り
申
給
ふ
け
に
や
あ
ら
ん

　
（
八
五
）　

や
う
〳
〵
神
な
り
や
み
ぬ
少
ひ
か
り
て
風
は
な
を

　
（
八
六
）　

は
や
く
ふ
き
か
ち
と
り
の
い
は
く
是
は
た
つ
の
し
は

　
（
八
七
）　

さ
に
こ
そ
あ
り
け
れ
ふ
く
風
は
よ
き
方
の
風
な
り

第
九
段
絵

　
﹇
第
一
〇
段
﹈

　
（
一
）　

あ
し
き
方
の
風
に
は
あ
ら
す
よ
き
方
に
お
も
む
き
て

　
（
二
）　

ふ
く
也
と
い
へ
共
大
納
言
は
是
を
聞
入
給
は
す
三
四

　
（
三
）　

日
ふ
き
て
吹
か
へ
し
よ
せ
た
り
は
ま
を
み
れ
は
は

　
（
四
）　

り
ま
の
あ
か
し
の
は
ま
成
け
り

※
第
十
段
は
絵
な
し

　
【
下
巻
翻
刻
】

　
﹇
第
一
段
﹈

　
（
一
）　

大
納
言
な
ん
か
い
の
は
ま
に
吹
よ
せ
ら
れ
た
る

　
（
二
）　

に
や
あ
ら
ん
と
思
ひ
て
い
き
つ
き
ふ
し
給
へ

　
（
三
）　

り
舟
に
あ
る
お
の
こ
と
も
国
に
つ
け
た
れ
共
く

　
（
四
）　

に
の
つ
か
さ
ま
ふ
て
と
ふ
ら
ふ
に
も
え
お
き
あ
か
り

　
（
五
）　

給
は
て
ふ
な
そ
こ
に
ふ
し
給
へ
り
松
原
に
み
む

　
（
六
）　

し
ろ
し
き
て
お
ろ
し
奉
る
其
時
に
そ
南
海
に
あ
ら

　
（
七
）　

さ
り
け
り
と
思
ひ
て
か
ら
う
し
て
お
き
あ
か
り
給
へ
る

　
（
八
）　

を
み
れ
は
風
い
と
お
も
き
人
に
て
は
ら
い
と
ふ
く

　
（
九
）　

れ
こ
な
た
か
な
た
の
め
に
は
す
も
ゝ
を
二
つ
つ
け

　
（
一
〇
）　

た
る
様
也
こ
れ
を
み
た
て
ま
つ
り
て
そ
国
の
つ

　
（
一
一
）　

か
さ
も
ほ
ゝ
ゑ
み
た
る
く
に
ゝ
仰
給
て
手
こ
し
つ
く

　
（
一
二
）　

ら
せ
給
ひ
て
に
や
う
〳
〵
に
な
は
れ
て
家
に
入
給

　
（
一
三
）　

ぬ
る
を
い
か
て
か
き
ゝ
け
ん
つ
か
は
し
ゝ
お
の
こ
と
も

　
（
一
四
）　

ま
い
り
て
申
や
う
た
つ
の
く
ひ
の
玉
を
え
と
ら

　
（
一
五
）　

さ
り
し
か
は
南
殿
へ
も
え
ま
い
ら
さ
り
し
玉
の
取
か
た

　
（
一
六
）　

か
り
し
こ
と
を
し
り
給
へ
れ
は
な
ん
か
ん
た
う
あ
ら
し

　
（
一
七
）　

と
て
ま
ひ
り
つ
る
と
申
大
納
言
お
き
ゐ
て
の
た
ま

　
（
一
八
）　

は
く
な
ん
ち
ら
よ
く
も
て
こ
す
成
ぬ
り
う
は
な
る
神

　
（
一
九
）　

の
る
い
に
こ
そ
あ
り
け
れ
そ
れ
か
玉
を
と
ら
ん
と

　
（
二
〇
）　

て
そ
こ
ら
の
人
〳
〵
の
か
い
せ
ら
れ
ん
と
し
け
り

　
（
二
一
）　

ま
し
て
た
つ
を
と
ら
へ
た
ら
ま
し
か
は
又
こ
と
も
な

　
（
二
二
）　

く
我
は
か
い
せ
ら
れ
な
ま
し
よ
く
と
ら
へ
す
成
に
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（
二
三
）　

け
り
か
く
や
ひ
め
て
ふ
お
ほ
ぬ
す
人
の
や
つ
か
人

　
（
二
四
）　

を
こ
ろ
さ
ん
と
す
る
な
り
け
り
家
の
あ
た
り
た

　
（
二
五
）　

に
今
は
と
ほ
ら
し
男
と
も
ゝ
な
あ
り
き
そ
と
て
家

　
（
二
六
）　

に
少
の
こ
り
た
り
け
る
も
の
共
は
た
つ
の
玉
を
と
ら

　
（
二
七
）　

ぬ
も
の
と
も
に
た
ひ
つ
こ
れ
を
聞
て
は
な
れ
給

　
（
二
八
）　

ひ
し
も
と
の
う
へ
は
か
た
は
ら
い
た
く
わ
ら
ひ
給
ふ
い

　
（
二
九
）　

と
を
ふ
か
せ
つ
く
り
し
屋
は
と
ひ
か
ら
す
の
す
に
み
な

　
（
三
〇
）　

く
ひ
も
て
い
に
け
り
世
か
い
の
人
の
い
ひ
け
る
は

　
（
三
一
）　

大
伴
の
大
納
言
は
た
つ
の
く
ひ
の
玉
と
り
て

　
（
三
二
）　

お
は
し
た
る
い
な
さ
も
あ
ら
す
御
ま
な
こ
二
つ
に

　
（
三
三
）　

す
も
ゝ
の
や
う
な
る
玉
を
そ
そ
へ
て
い
ま
し
た
る

　
（
三
四
）　

と
い
ひ
け
れ
は
あ
な
た
へ
か
た
と
い
ひ
け
る
よ

　
（
三
五
）　

り
そ
世
に
あ
は
ぬ
事
を
は
あ
な
た
へ
か
た
と
は

　
（
三
六
）　

い
ひ
は
し
め
け
る

第
一
段
絵

　
﹇
第
二
段
﹈

　
（
一
）　

中
納
言
い
そ
の
か
み
の
ま
ろ
た
か
の
家
に
つ
か
は
る

　
（
二
）　

る
を
の
こ
と
も
の
も
と
に
つ
は
く
ら
め
の
す
く

　
（
三
）　

ひ
た
ら
は
つ
け
よ
と
の
給
ふ
を
う
け
給
は
り
て
な

　
（
四
）　

に
の
よ
う
に
か
あ
ら
ん
と
申
こ
た
へ
て
の
給
ふ
や

　
（
五
）　

う
つ
は
く
ら
め
の
も
た
る
こ
や
す
か
ひ
を
と
ら
ん

　
（
六
）　

れ
う
な
り
と
の
給
ふ
お
の
こ
と
も
こ
た
へ
て
申
つ

　
（
七
）　

は
く
ら
め
を
あ
ま
た
こ
ろ
し
て
み
る
た
に
も
は
ら
に

　
（
八
）　

な
き
も
の
な
り
た
ゝ
し
子
う
む
と
き
な
ん
い
か
て

　
（
九
）　

か
い
た
す
ら
ん
と
申
人
た
に
み
れ
は
う
せ
ぬ
と

　
（
一
〇
）　

申
又
人
の
申
や
う
お
ほ
い
つ
か
さ
の
い
ひ
か
し
く

　
（
一
一
）　

屋
の
む
ね
に
つ
く
の
あ
る
こ
と
に
つ
は
く
ら
め
は

　
（
一
二
）　

す
を
く
ひ
侍
る
そ
れ
に
ま
め
な
ら
ん
お
の
こ
と
も

　
（
一
三
）　

お
ひ
て
ま
か
り
て
あ
く
ら
を
ゆ
ひ
あ
け
て
う
か

　
（
一
四
）　

か
は
せ
ん
に
そ
こ
ら
の
つ
は
く
ら
め
子
う
ま
さ
ら

　
（
一
五
）　

む
や
は
さ
て
こ
そ
と
ら
し
め
給
は
め
と
申
す

　
（
一
六
）　

中
納
言
よ
ろ
こ
ひ
給
ひ
て
お
か
し
き
こ
と
に
も

　
（
一
七
）　

あ
る
か
な
も
つ
と
も
え
し
ら
さ
り
け
り
け
う
あ
る

　
（
一
八
）　

こ
と
申
た
り
と
の
給
ひ
て
ま
め
な
る
お
の
こ
と

　
（
一
九
）　

も
廿
人
は
か
り
つ
か
は
し
て
あ
な
ゝ
ひ
に
あ
け
す
へ

　
（
二
〇
）　

ら
れ
た
り
殿
よ
り
つ
か
ひ
ひ
ま
な
く
給
は
せ
て

　
（
二
一
）　

こ
や
す
の
か
ひ
と
り
た
る
か
と
と
は
せ
給
ふ
つ
は

　
（
二
二
）　

く
ら
め
も
人
の
あ
ま
た
の
ほ
り
ゐ
た
る
に
お
ち
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（
二
三
）　

て
す
に
の
ほ
り
こ
す

　
（
二
四
）　

か
ゝ
る
よ
し
の
返
事
を
申
け
れ
は

　
（
二
五
）　

聞
給
ひ
て
い
か
ゝ
す
へ

　
（
二
六
）　

と
お
ほ
し
わ
つ
ら

　
（
二
七
）　

ふ
に

第
二
段
絵

　
﹇
第
三
段
﹈

　
（
一
）　

彼
つ
か
さ
の
官
人
く
ら
つ
ま
る
と
申
お
き
な
申
や

　
（
二
）　

う
こ
や
す
か
ひ
と
ら
ん
と
お
ほ
し
め
さ
は
た
は

　
（
三
）　

か
り
申
さ
ん
と
て
御
ま
へ
に
ま
ひ
り
た
れ
は
中

　
（
四
）　

納
言
ひ
た
ひ
を
あ
は
せ
て
む
か
ひ
給
へ
り
く
ら

　
（
五
）　

つ
ま
ろ
か
申
や
う
こ
の
つ
は
く
ら
め
こ
や
す
か
ひ

　
（
六
）　

は
あ
し
く
た
は
か
り
て
と
ら
せ
給
ふ
な
り
さ
て

　
（
七
）　

は
え
と
ら
せ
給
は
し
あ
な
な
ひ
に
お
と
ろ
〳
〵
し

　
（
八
）　

く
廿
人
上
り
て
侍
れ
は
あ
れ
て
よ
り
ま
う
て

　
（
九
）　

こ
す
な
り
せ
さ
せ
給
ふ
へ
き
や
う
は
此
あ
な
ゝ
ひ

　
（
一
〇
）　

を
こ
ほ
ち
て
人
み
な
し
り
そ
き
て
ま
め
な
ら
ん

　
（
一
一
）　

人
一
人
を
あ
ら
こ
に
の
せ
す
へ
て
つ
な
を
か
ま
へ

　
（
一
二
）　

て
鳥
の
子
う
ま
ん
間
に
つ
な
を
つ
り
あ
け

　
（
一
三
）　

さ
せ
て
ふ
と
こ
や
す
か
ひ
を
と
ら
せ
給
ひ
な
は

　
（
一
四
）　

よ
か
る
へ
き
と
申
中
納
言
の
給
ふ
や
う
い
と
よ
き

　
（
一
五
）　

こ
と
な
り
と
て
あ
な
な
ひ
を
こ
ほ
ち
人
み
な
か

　
（
一
六
）　

へ
り
ま
う
て
き
ぬ
中
納
言
く
ら
つ
ま
る
に
の

　
（
一
七
）　

給
は
く
つ
は
く
ら
め
は
い
か
な
る
時
に
か
子
を
う
む

　
（
一
八
）　

と
し
り
て
人
を
は
あ
く
へ
き
と
の
給
ふ
く
ら
つ
ま
る

　
（
一
九
）　

申
や
う
つ
は
く
ら
め
子
う
ま
ん
と
す
る
時
は
尾
を
さ

　
（
二
〇
）　

さ
け
て
七
度
め
く
り
て
な
ん
う
み
お
と
す
め
る
さ

　
（
二
一
）　

く
七
度
め
く
ら
ん
お
り
ひ
き
あ
け
て
そ
の
お
り
こ
や

　
（
二
二
）　

す
か
ひ
は
と
ら
せ
給
へ
と
申
中
納
言
よ
ろ
こ
ひ
給

　
（
二
三
）　

て
万
の
人
に
も
し
ら
せ
給
は
て
み
そ
か
に
つ
か

　
（
二
四
）　

さ
に
い
ま
し
て
を
の
こ
と
も
の
中
に
ま
し
り
て

　
（
二
五
）　

よ
る
を
ひ
る
に
な
し
て
と
ら
し
め
給
ふ
く
ら

　
（
二
六
）　

つ
ま
る
か
く
申
を
い
と
い
た
く
よ
ろ
こ
ひ
て
の

　
（
二
七
）　

給
ふ
こ
ゝ
に
つ
か
は
る
ゝ
人
に
も
な
き
に
ね
か
ひ

　
（
二
八
）　

を
か
な
ふ
る
こ
と
の
う
れ
し
さ
と
の
給
ひ
て
御
そ

　
（
二
九
）　

ぬ
き
て
か
つ
け
給
ふ
つ
さ
ら
に
よ
さ
り
こ
の
つ
か

　
（
三
〇
）　

さ
に
ま
う
て
こ
と
の
給
ふ
て
つ
か
は
し
つ
日
く
れ

　
（
三
一
）　

ぬ
れ
は
か
の
つ
か
さ
に
お
は
し
て
み
給
ふ
に
ま
こ
と
に
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（
三
二
）　

つ
は
く
ら
め
す
つ
く
れ
り
く
ら
つ
ま
る
申
や
う
を

　
（
三
三
）　

う
け
て
め
く
る
あ
ら
こ
に
人
を
の
ほ
せ
て
つ
り

　
（
三
四
）　

あ
け
さ
せ
て
つ
は
く
ら
め
の
す
に
手
を
さ
し

　
（
三
五
）　

い
れ
さ
せ
て
さ
く
る
に
も
の
も
な
し
と
申
に

　
（
三
六
）　

中
納
言
あ
し
く
さ
く
れ
は
な
き
な
り
と
は
ら
立

　
（
三
七
）　

て
た
れ
は
か
り
お
ほ
え
ん
に
と
て
わ
れ
の
ほ
り

　
（
三
八
）　

て
さ
く
ら
ん
と
の
給
ひ
て
こ
に
の
り
て
つ
ら
れ

　
（
三
九
）　

上
り
て
う
か
ゝ
ひ
給
へ
る
に
つ
は
く
ら
め
尾
を

　
（
四
〇
）　

さ
け
て
い
た
く
め
く
る
に
あ
は
せ
て
手
を
さ
ゝ
け

　
（
四
一
）　

て
さ
く
り
給
ふ
に
手
に
ひ
ら
め
る
も
の
さ
は
る
時
に

　
（
四
二
）　

我
も
の
に
き
り
た
り
今
は
お
ろ
し
て
よ
お
き
な

　
（
四
三
）　

し
え
た
り
と
の
給
ひ
て
あ
つ
ま
り
て
と
く
お
ろ

　
（
四
四
）　

さ
ん
と
て
つ
な
を
引
過
し
て
つ
ゆ
た
ゆ
る
す
な
は
ち

　
（
四
五
）　

に
や
し
ま
の
か
な
へ
の
う
え
に
の
け
さ
ま
に
お
ち

　
（
四
六
）　

給
へ
り
人
〳
〵
あ
さ
ま
し
か
り
て
よ
り
て
か
な
へ
た

　
（
四
七
）　

て
ま
つ
り
御
目
は
し
ら
め
に
て
ふ
し
給
へ
り
人
々

　
（
四
八
）　

水
を
す
く
ひ
入
奉
る
か
ら
う
し
て
い
き
出
給
へ
る

　
（
四
九
）　

に
又
か
な
へ
の
上
よ
り
手
と
り
あ
し
取
し
て
さ
け

　
（
五
〇
）　

お
ろ
し
奉
る
か
ら
う
し
て
御
こ
ゝ
ち
は
い
か
ゝ
お
ほ
さ

　
（
五
一
）　

る
ゝ
と
と
へ
は
い
き
の
し
た
に
て
物
は
少
お
ほ
ゆ
れ

　
（
五
二
）　

と
こ
し
な
ん
う
こ
か
れ
ぬ
さ
れ
と
こ
や
す
か
ひ
を

　
（
五
三
）　

ふ
と
に
き
り
も
た
れ
は
う
れ
し
く
お
ほ
ゆ
る
な
り

　
（
五
四
）　

ま
つ
し
そ
く
さ
し
て
こ
ゝ
の
か
ひ
か
ほ
見
ん
と
御
く

　
（
五
五
）　

し
も
た
け
て
御
手
を
ひ
ろ
け
給
え
る
に
つ
は
く
ら

　
（
五
六
）　

め
の
ま
り
を
け
る
ふ
る
く
そ
を
に
き
り
給
へ
る

　
（
五
七
）　

な
り
け
り
そ
れ
を
見
給
ひ
て
あ
な
か
ひ
な
の

　
（
五
八
）　

わ
さ
や
と
の
給
ひ
け
る
よ
り
そ
思
ふ
に
た
か
ふ
事

　
（
五
九
）　

を
は
か
ひ
な
し
と
い
ひ
け
る
か
ひ
に
も
あ
ら
す
と
み

　
（
六
〇
）　

給
ひ
け
る
に
御
心
ち
も
た
か
ひ
て
か
ら
ひ
つ
の

　
（
六
一
）　

ふ
た
の
入
ら
れ
給
ふ
へ
く
も
あ
ら
す
御
こ
し
は
お
れ

　
（
六
二
）　

に
け
り
中
納
言
は
わ
ら
わ
け
た
る
わ
さ
し
て
や
む

　
（
六
三
）　

こ
と
を
人
に
き
せ
し
と
し
給
ひ
け
れ
と
そ
れ
を

　
（
六
四
）　

や
ま
ひ
に
て
い
と
よ
は
く
成
給
ひ
に
け
り
か
ひ

　
（
六
五
）　

を
え
と
ら
す
な
り
に
け
る
よ
り
も
人
の
き
ゝ
わ
ら

　
（
六
六
）　

は
ん
事
を
日
に
そ
へ
て
思
ひ
給
ひ
け
れ
は
た
ゝ
に

　
（
六
七
）　

や
み
し
ぬ
る
よ
り
も
人
き
ゝ
は
つ
か
し
く
お
ほ
え

　
（
六
八
）　

給
ふ
な
り
け
り
こ
れ
を
か
く
や
ひ
め
聞
て
と
ふ
ら

　
（
六
九
）　

ひ
に
や
る
歌

　
（
七
〇
）　　

　

と
し
を
へ
て
な
み
た
ち
よ
ら
ぬ
す
み
の
江
の

　
（
七
一
）　　

　

ま
つ
か
ひ
な
し
と
き
く
は
ま
こ
と
か
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（
七
二
）　

と
あ
る
を
よ
み
て
き
か
す
い
と
よ
は
き
心
に
か
し
ら

　
（
七
三
）　

も
た
け
て
人
に
か
み
を
も
た
け
て
く
る
し
き
こ
ゝ

　
（
七
四
）　

ち
に
か
ら
う
し
て
か
き
給
ふ

　
（
七
五
）　　

　

か
ひ
は
な
く
あ
り
け
る
も
の
を
わ
ひ
は
て
ゝ

　
（
七
六
）　　

　

し
ぬ
る
い
の
ち
を
す
く
ひ
や
は
せ
ぬ

　
（
七
七
）　

と
か
き
は
つ
る
た
え
入
給
ひ
ぬ
是
を
聞
て
か
く
や

　
（
七
八
）　

ひ
め
少
あ
は
れ
と
お
ほ
し
け
り
そ
れ
よ
り
な
ん
少

　
（
七
九
）　

う
れ
し
き
こ
と
を
は
か
ひ
あ
り
と
は
い
ひ
け
る
さ
て

　
（
八
〇
）　

か
く
や
ひ
め
か
た
ち
の
世
に
に
す
め
て
た
き
事
を

　
（
八
一
）　

み
か
と
き
こ
し
め
し
て
内
侍
な
か
と
み
の
ふ
さ
こ

　
（
八
二
）　

に
の
給
お
ほ
く
の
人
の
身
を
い
た
つ
ら
に
な
し
て

　
（
八
三
）　

あ
は
さ
る
か
く
や
ひ
め
は
い
か
は
か
り
の
女
そ
と
ま
か
り

　
（
八
四
）　

て
見
て
ま
い
れ
と
の
給
ふ
ふ
さ
こ
う
け
給
は
り
て

　
（
八
五
）　

ま
か
れ
り
竹
と
り
の
家
に
か
し
こ
ま
り
て
し
や
う
し

　
（
八
六
）　

い
れ
て
あ
へ
り
女
に
な
い
し
の
給
ひ
お
ほ
せ
こ
と
に

　
（
八
七
）　

か
く
や
ひ
め
の
う
ち
い
う
に
お
は
す
な
り
よ
く
見

　
（
八
八
）　

て
ま
い
る
へ
き
よ
し
の
給
は
せ
つ
る
に
な
ん
ま
い
り

　
（
八
九
）　

つ
る
と
い
へ
は
さ
ら
は
か
く
申
侍
ら
ん
と
い
ひ
て

　
（
九
〇
）　

い
り
ぬ
か
く
や
ひ
め
に
は
や
か
の
み
つ
か
ひ
に

　
（
九
一
）　

た
い
め
ん
し
給
へ
と
い
へ
は
か
く
や
ひ
め
よ
き
か

　
（
九
二
）　

た
ち
に
も
あ
ら
す
い
か
て
か
見
ゆ
へ
き
と
い
へ
は

　
（
九
三
）　

う
た
て
も
の
給
ふ
か
な
み
か
と
の
御
つ
か
ひ
を
は

　
（
九
四
）　

い
か
て
か
を
ろ
か
に
せ
ん
と
い
へ
は
か
く
や
ひ
め
の

　
（
九
五
）　

こ
た
ふ
る
や
う
御
門
の
め
し
て
の
た
ま
は
ん
事

　
（
九
六
）　

か
し
こ
し
と
も
お
も
は
す
と
い
ひ
て
さ
ら
に
み
ゆ
へ

　
（
九
七
）　

く
も
あ
ら
す
む
め
る
子
の
や
う
に
あ
れ
と
い
と
心

　
（
九
八
）　

は
つ
か
し
け
に
を
ろ
そ
か
な
る
や
う
に
い
ひ
け
れ

　
（
九
九
）　

は
こ
ゝ
ろ
の
ま
ゝ
に
も
え
せ
め
す
な
い
し
の
も
と
に

（
一
〇
〇
）　

か
へ
り
出
て
く
ち
お
し
く
こ
の
お
さ
な
き
も
の
は

（
一
〇
一
）　

こ
は
く
侍
る
も
の
に
て
た
い
め
ん
す
ま
し
き
と
申

（
一
〇
二
）　

な
い
し
か
な
ら
す
み
た
て
ま
つ
り
て
ま
い
れ
と

（
一
〇
三
）　

お
ほ
せ
こ
と
あ
り
つ
る
も
の
を
み
た
て
ま
つ
ら
て

（
一
〇
四
）　

は
い
か
て
か
か
へ
り
ま
い
ら
ん

第
三
段
絵

　
﹇
第
四
段
﹈

　
（
一
）　

こ
く
わ
う
の
お
ほ
せ
こ
と
を
ま
さ
に
世
に
住
給
は
ん

　
（
二
）　

人
の
う
け
給
は
り
給
は
て
あ
り
な
ん
や
い
は
れ

　
（
三
）　

ぬ
こ
と
な
し
給
ひ
そ
と
こ
と
は
は
ち
し
く
い
ひ
け
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（
四
）　

れ
は
こ
れ
を
き
ゝ
て
ま
し
て
か
く
や
ひ
め
き
く
へ
く

　
（
五
）　

も
あ
ら
す
こ
く
わ
う
の
お
ほ
せ
事
を
そ
む
か
は

　
（
六
）　

は
や
こ
ろ
し
給
て
よ
か
し
と
い
ふ
此
尚
侍
か
へ
り
ま

　
（
七
）　

い
り
て
こ
の
よ
し
を
そ
う
す
み
か
と
き
こ
し
め
し
て

　
（
八
）　

お
ほ
く
の
人
こ
ろ
し
て
け
る
心
そ
か
し
と
の
給
ひ
て

　
（
九
）　

や
み
に
け
れ
と
な
を
お
ほ
し
お
は
し
ま
し
て
こ
の
女

　
（
一
〇
）　

の
た
は
か
り
に
や
ま
け
ん
と
お
ほ
し
て
仰
給
ふ
な
ん

　
（
一
一
）　

ち
か
も
ち
て
侍
る
か
く
や
ひ
め
奉
れ
か
ほ
か
た
ち

　
（
一
二
）　

よ
し
と
き
こ
し
め
し
て
御
つ
か
ひ
た
ひ
し
か
と
か
ひ

　
（
一
三
）　

な
く
み
え
す
成
に
け
り
か
く
た
い
〳
〵
し
く
や
は

　
（
一
四
）　

な
ら
は
す
へ
き
と
仰
ら
る
ゝ
お
き
な
か
し
こ
ま
つ
て

　
（
一
五
）　

御
返
事
申
や
う
こ
の
め
の
わ
ら
は
ゝ
た
へ
て
み
や

　
（
一
六
）　

つ
か
へ
つ
か
ふ
ま
つ
る
へ
く
も
あ
ら
す
侍
る
を
も
て

　
（
一
七
）　

わ
つ
ら
ひ
侍
さ
り
共
ま
か
り
て
お
ほ
せ
給
は
ん
と

　
（
一
八
）　

そ
う
す
こ
れ
を
き
こ
し
め
し
て
仰
給
ふ
な
と
か
お

　
（
一
九
）　

き
な
の
お
ほ
し
た
て
た
ら
ん
も
の
を
心
に
ま
か
せ

　
（
二
〇
）　

さ
ら
ん
此
女
も
し
奉
り
た
る
も
の
な
ら
は
お
き
な
に

　
（
二
一
）　

か
う
ふ
り
を
な
と
か
た
は
せ
さ
ら
ん
お
き
な
よ
ろ

　
（
二
二
）　

こ
ひ
て
家
に
か
へ
り
て
か
く
や
ひ
め
に
か
た
ら
ふ

　
（
二
三
）　

や
う
か
く
な
ん
み
か
と
の
仰
給
へ
る
な
を
や
は
つ

　
（
二
四
）　

か
う
ま
つ
り
給
は
ぬ
と
い
へ
は
か
く
や
ひ
め
こ
た
へ
て

　
（
二
五
）　

云
も
は
ら
さ
や
う
の
み
や
つ
か
へ
つ
か
ふ
ま
つ
ら
し

　
（
二
六
）　

と
お
も
ふ
を
し
ゐ
て
つ
か
ふ
ま
つ
ら
せ
給
は
ゝ
き
え

　
（
二
七
）　

う
せ
な
ん
す
み
つ
か
さ
か
う
ふ
り
つ
か
ふ
ま
つ
り
し

　
（
二
八
）　

ぬ
は
か
り
也
お
き
な
い
ら
ふ
る
様
な
し
た
ま
ひ
そ

　
（
二
九
）　

か
う
ふ
り
も
わ
か
子
を
み
奉
ら
て
は
何
に
か
せ
ん
さ

　
（
三
〇
）　

は
あ
り
と
も
な
と
か
宮
つ
か
へ
を
し
給
は
さ
ら
ん
死

　
（
三
一
）　

給
ふ
へ
き
や
う
や
あ
る
へ
き
と
い
ふ
な
を
そ
ら
こ
と

　
（
三
二
）　

か
と
つ
か
ま
つ
ら
せ
て
し
な
す
や
あ
る
と
見
た

　
（
三
三
）　

ま
へ
あ
ま
た
の
人
の
心
さ
し
を
ろ
か
な
ら
さ
り
し

　
（
三
四
）　

を
む
な
し
く
な
し
て
し
こ
そ
あ
れ
き
の
ふ
け
ふ

　
（
三
五
）　

み
か
と
の
の
給
は
ん
こ
と
に
つ
か
ん
人
き
ゝ
や
さ
し

　
（
三
六
）　

か
ら
し
と
い
へ
は
お
き
な
こ
た
へ
て
い
は
く
天
下
の

　
（
三
七
）　

事
は
と
有
と
も
か
ゝ
り
と
も
御
い
の
ち
の
あ
や

　
（
三
八
）　

う
き
こ
そ
お
ほ
き
な
る
さ
は
り
な
れ
は
な
を
つ

　
（
三
九
）　

か
ふ
ま
つ
る
ま
し
き
こ
と
を
ま
い
り
て
申
さ
ん
と
て

　
（
四
〇
）　

い
そ
き
ま
い
り
て
申
や
う
お
ほ
せ
の
こ
と
の
か
し

　
（
四
一
）　

こ
さ
に
か
の
わ
ら
は
を
ま
い
ら
せ
ん
と
て
つ
か
う

　
（
四
二
）　

ま
つ
れ
は
宮
つ
か
へ
に
い
た
し
た
て
お
は
し
ぬ
へ
し

　
（
四
三
）　

と
申
宮
つ
こ
ま
ろ
か
手
に
う
ま
せ
た
る
子
に
て
も
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（
四
四
）　

あ
ら
す
む
か
し
山
に
て
見
つ
け
た
る
か
ゝ
れ
は
心
は
せ

　
（
四
五
）　

も
世
の
人
に
に
す
侍
る
と
そ
う
せ
さ
す
み
か
と

　
（
四
六
）　

お
ほ
せ
の
給
は
く
み
や
つ
こ
ま
ろ
か
家
は
山
も
と

　
（
四
七
）　

ち
か
く
な
り
み
か
り
み
ゆ
き
し
給
は
ん
様
に
て
み

　
（
四
八
）　

て
ん
や
と
の
給
は
す
み
や
つ
こ
ま
ろ
か
申
や
う

　
（
四
九
）　

い
と
よ
き
事
成
何
か
心
も
な
く
て
侍
ら
ん
に
ふ
と

　
（
五
〇
）　

み
ゆ
き
し
て
御
ら
ん
せ
ら
れ
な
ん
と
そ
う
す
れ

　
（
五
一
）　

は
み
か
と
に
は
か
に
日
を
さ
た
め
て
み
か
り
に

　
（
五
二
）　

い
て
給
ふ
て
か
く
や
姫
の
家
に
入
給
ふ
て
見
給

　
（
五
三
）　

に
ひ
か
り
み
ち
て
け
う
ら
に
て
ゐ
た
る
人
有
こ
れ

　
（
五
四
）　

な
ら
ん
と
お
ほ
し
て
に
け
て
入
袖
を
と
ら
へ
給
へ
は
お

　
（
五
五
）　

も
て
を
ふ
た
き
て
侍
へ
と
は
し
め
よ
く
御
ら
ん
し

　
（
五
六
）　

つ
れ
は
た
く
ひ
な
く
め
て
た
く
お
ほ
え
さ
せ
給
ひ
て

　
（
五
七
）　

ゆ
る
さ
し
と
す
と
て
ゐ
て
お
は
し
ま
さ
ん
と
す
る
に

　
（
五
八
）　

か
く
や
ひ
め
こ
た
へ
て
そ
う
す
を
の
か
身
は
此
く

　
（
五
九
）　

に
ゝ
生
れ
て
侍
ら
は
こ
そ
つ
か
ひ
給
は
め
い
と
ゐ

　
（
六
〇
）　

て
お
は
し
ま
し
か
た
く
や
侍
ら
ん
と
そ
う
す
み
か
と

　
（
六
一
）　

な
と
か
さ
あ
ら
ん
な
を
ゐ
て
お
は
し
ま
さ
ん
と
て

　
（
六
二
）　

み
こ
し
を
よ
せ
給
ふ
に
此
か
く
や
姫
き
と
か
け
に

　
（
六
三
）　

な
り
ぬ
は
か
な
く
く
ち
お
し
と
お
ほ
し
て
け
に
た
ゝ

　
（
六
四
）　

人
に
は
あ
ら
さ
り
け
り
と
お
ほ
し
て
さ
ら
は
御
と
も

　
（
六
五
）　

に
は
ゐ
て
い
か
し
も
と
の
御
か
た
ち
と
な
り
給
ひ
ね

　
（
六
六
）　

そ
れ
を
見
て
た
に
か
へ
り
な
ん
と
仰
ら
る
れ
は

　
（
六
七
）　

か
く
や
姫
も
と
の
か
た
ち
に
成
ぬ
み
か
と
な
を

　
（
六
八
）　

め
て
た
く
お
ほ
し
め
さ
る
ゝ
事
せ
き
と
め
か
た
し

　
（
六
九
）　

か
く
み
せ
つ
る
宮
つ
こ
ま
る
を
よ
ろ
こ
ひ
給
ふ

　
（
七
〇
）　

さ
て
つ
か
ふ
ま
つ
る
百
く
は
ん
人
〳
〵
あ
る
し
い
か

　
（
七
一
）　

め
し
う
つ
か
ふ
ま
つ
る
み
か
と
か
く
や
ひ
め
を
と
ゝ

　
（
七
二
）　

め
て
か
へ
り
給
は
ん
事
を
あ
か
す
く
ち
お
ほ
し
く

　
（
七
三
）　

お
ほ
し
け
れ
と
玉
し
ゐ
を
と
ゝ
め
た
る
こ
ゝ
ち
し

　
（
七
四
）　

て
な
ん
か
へ
ら
せ
給
ひ
け
る
み
こ
し
に
た
て
ま
つ
り

　
（
七
五
）　

て
の
ち
に
か
く
や
姫
に

　
（
七
六
）　　

　

か
へ
る
さ
の
み
ゆ
き
も
の
う
く
お
も
ほ
え
て

　
（
七
七
）　　

　

そ
む
き
て
と
ま
る
か
く
や
姫
ゆ
へ

　
（
七
八
）　

御
返
事

　
（
七
九
）　　

　

む
く
ら
は
ふ
下
に
も
と
し
は

　
（
八
〇
）　　

　

へ
ぬ
る
身
の
何
か
は

　
（
八
一
）　　

　

玉
の
う
な
を
も

　
（
八
二
）　　

　

み
ん
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第
四
段
絵

　
﹇
第
五
段
﹈

　
（
一
）　

こ
れ
を
御
門
御
ら
ん
し
て
い
か
ゝ
か
へ
り
給
は
ん
そ
ら

　
（
二
）　

も
な
く
お
ほ
さ
る
御
心
は
さ
ら
に
た
ち
か
へ
る
へ

　
（
三
）　

く
も
お
ほ
さ
れ
さ
り
け
れ
と
さ
り
と
て
夜
を
あ

　
（
四
）　

か
し
給
ふ
へ
き
に
あ
ら
ね
は
か
へ
ら
せ
給
ひ
ぬ
つ
ね

　
（
五
）　

に
つ
か
ふ
ま
つ
る
人
を
見
給
ふ
に
か
く
や
ひ
め
の
か
た

　
（
六
）　

は
ら
に
よ
る
へ
く
た
に
あ
ら
さ
り
け
り
こ
と
人
よ

　
（
七
）　

り
は
け
う
ら
な
り
と
お
ほ
し
け
る
人
の
か
れ
に

　
（
八
）　

お
ほ
し
あ
は
す
れ
は
人
に
も
あ
ら
す
か
く
や
姫
の
み
御

　
（
九
）　

心
に
か
ゝ
り
て
た
ゝ
ひ
と
り
過
し
給
ふ
よ
し
な
く
御

　
（
一
〇
）　

か
た
〳
〵
に
も
わ
た
り
給
は
す
か
く
や
ひ
め
の
御
も
と

　
（
一
一
）　

に
そ
御
文
を
か
き
て
か
よ
は
さ
せ
給
ふ
御
か
へ
り
さ

　
（
一
二
）　

す
か
に
に
く
か
ら
す
き
こ
え
か
は
し
給
ひ
て
お
も

　
（
一
三
）　

し
ろ
く
木
草
に
つ
け
て
も
御
歌
を
よ
み
て

　
（
一
四
）　

つ
か
は
す
か
や
う
に
て
御
心
を
た
か
ひ
に
な
く
さ

　
（
一
五
）　

め
給
ふ
ほ
と
に
三
年
は
か
り
あ
り
て
春
の
は
し
め

　
（
一
六
）　

よ
り
か
く
や
姫
月
の
お
も
し
ろ
う
い
て
た
る
を
見

　
（
一
七
）　

て
つ
ね
よ
り
も
物
思
ひ
た
る
様
な
り
あ
る
人
の
月

　
（
一
八
）　

か
ほ
み
る
は
い
む
こ
と
ゝ
せ
い
し
け
れ
と
も
す
れ
は
人
ま

　
（
一
九
）　

に
も
月
を
見
て
は
い
み
し
く
な
き
給
ふ
七
月
十
五
日

　
（
二
〇
）　

の
月
に
出
ゐ
て
せ
ち
に
も
の
お
も
へ
る
け
し
き
な
り

　
（
二
一
）　

ち
か
く
つ
か
は
る
ゝ
人
〳
〵
竹
取
の
お
き
な
に
つ
け
て

　
（
二
二
）　

云
か
く
や
ひ
め
れ
い
も
月
を
あ
は
れ
か
り
給
へ
と
も

　
（
二
三
）　

こ
の
こ
ろ
と
な
り
て
は
た
ゝ
こ
と
に
も
侍
ら
さ
め

　
（
二
四
）　

り
い
み
し
く
お
ほ
し
な
け
く
事
あ
る
へ
し
よ
く

　
（
二
五
）　

見
奉
ら
せ
給
へ
と
い
ふ
を
聞
て
か
く
や
ひ
め
に
云

　
（
二
六
）　

様
な
ん
て
う
心
ち
す
れ
は
か
く
も
の
を
思
ひ
た
る
様

　
（
二
七
）　

に
て
月
を
み
給
ふ
そ
う
ま
し
き
世
に
と
い
ふ
か
く

　
（
二
八
）　

や
姫
み
れ
は
せ
け
ん
心
ほ
そ
く
あ
は
れ
侍
る
な
て
う

　
（
二
九
）　

も
の
を
か
な
け
き
侍
る
へ
き
と
云
か
く
や
ひ
め
の

　
（
三
〇
）　

あ
る
所
に
い
た
り
て
み
れ
は
な
を
物
思
へ
る
け
し

　
（
三
一
）　

き
な
り
是
を
見
て
あ
か
仏
な
に
事
思
ひ
給
ふ

　
（
三
二
）　

そ
お
ほ
す
ら
ん
事
何
こ
と
そ
と
い
へ
は
お
も
ふ
事
も
な
し

　
（
三
三
）　

も
の
な
ん
心
ほ
そ
く
お
ほ
ゆ
る
と
い
へ
は
お
き
な
月

　
（
三
四
）　

な
み
給
ふ
そ
是
を
見
給
へ
は
も
の
お
ほ
す
け
し
き
は

　
（
三
五
）　

あ
る
そ
と
い
へ
は
い
か
て
月
を
見
て
は
あ
ら
ん
と
て

　
（
三
六
）　

な
を
月
出
れ
は
出
ゐ
つ
ゝ
な
け
き
思
へ
り
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﹇
第
六
段
﹈

　
（
一
）　

ゆ
ふ
や
み
に
は
物
思
は
ぬ
け
し
き
な
り
月
の
ほ
と
に

　
（
二
）　

成
ぬ
れ
は
な
を
時
々
は
打
な
け
き
な
と
す
是
を

　
（
三
）　

つ
か
ふ
も
の
と
も
な
を
も
の
お
ほ
す
事
あ
る
へ
し

　
（
四
）　

と
さ
ゝ
や
け
と
お
や
を
は
し
め
て
な
に
こ
と
ゝ
も

　
（
五
）　

し
ら
す
八
月
十
五
日
は
か
り
の
月
に
出
ゐ
て
か
く
や

　
（
六
）　

ひ
め
い
と
い
た
く
な
き
給
ふ
人
め
も
今
は
つ
ゝ
み
給
は

　
（
七
）　

す
な
き
給
ふ
こ
れ
を
見
て
親
と
も
ゝ
な
に
事
そ
と

　
（
八
）　

と
ひ
さ
は
く
か
く
や
姫
な
く
〳
〵
云
先
々
も
申
さ
ん

　
（
九
）　

と
思
ひ
し
か
と
も
か
な
ら
す
心
ま
と
は
し
給
は
ん
も
の
そ

　
（
一
〇
）　

と
思
ひ
て
今
ま
て
過
し
侍
り
つ
る
也
さ
の
み
や
は

　
（
一
一
）　

と
て
打
出
侍
り
ぬ
る
そ
を
の
か
身
は
此
く
に
の
人
に

　
（
一
二
）　

も
あ
ら
す
月
の
宮
こ
の
人
な
り
そ
れ
を
な
ん
む
か
し
の

　
（
一
三
）　

ち
き
り
あ
り
け
る
に
よ
り
な
ん
此
世
か
い
に
は
ま
う

　
（
一
四
）　

て
き
た
り
け
る
今
は
か
へ
る
へ
き
に
成
に
け
れ
は
此

　
（
一
五
）　

月
の
十
五
日
に
か
の
も
と
の
く
に
よ
り
む
か
へ
に
人
々

　
（
一
六
）　

ま
う
て
こ
ん
す
さ
ら
す
ま
か
り
ぬ
へ
け
れ
は
お
ほ

　
（
一
七
）　

し
な
け
か
ん
か
か
な
し
き
事
を
こ
の
春
よ
り
お

　
（
一
八
）　

も
ひ
な
け
き
侍
る
な
り
と
い
ひ
て
い
み
し
く
な
く

　
（
一
九
）　

を
お
き
な
こ
は
な
て
う
こ
と
を
の
給
ふ
そ
竹
の
中

　
（
二
〇
）　

よ
り
見
つ
け
聞
え
た
り
し
か
と
な
た
ね
の
大
き
さ

　
（
二
一
）　

を
お
は
せ
し
を
わ
か
た
け
た
ち
な
ら
ふ
ま
て
や
し

　
（
二
二
）　

な
ひ
奉
た
る
わ
か
子
を
何
人
か
む
か
へ
き
こ
え
ん

　
（
二
三
）　

ま
さ
に
ゆ
る
さ
ん
や
と
い
ひ
て
我
こ
そ
し
な
め

　
（
二
四
）　

と
て
な
き
の
ゝ
し
る
事
い
と
た
へ
か
た
け
也
か
く
や
姫

　
（
二
五
）　

云
月
の
み
や
こ
の
人
に
て
父
母
あ
り
か
た
時
の
間
と

　
（
二
六
）　

て
か
の
く
に
よ
り
ま
う
て
こ
し
か
と
も
か
く
此
く
に
ゝ
は

　
（
二
七
）　

あ
ま
た
の
と
し
を
へ
ぬ
る
に
な
ん
あ
り
け
る
か
の
く
に

　
（
二
八
）　

の
父
母
の
事
も
お
ほ
え
す
こ
ゝ
に
は
か
く
久
し
く
あ

　
（
二
九
）　

そ
ひ
き
こ
え
て
な
ら
ひ
奉
れ
り
い
み
し
か
ら
ん
心
ち
も

　
（
三
〇
）　

せ
す
か
な
し
く
の
み
あ
る
さ
れ
と
お
の
か
心
な
ら
す
ま

　
（
三
一
）　

か
り
な
ん
と
す
る
と
い
ひ
て
も
ろ
と
も
に
い
み
し
う

　
（
三
二
）　

な
く
つ
か
は
る
ゝ
人
も
と
し
こ
ろ
な
ら
ひ
て
立
わ
か
れ
な
ん

　
（
三
三
）　

こ
と
を
心
は
へ
な
と
あ
て
や
か
に
う
つ
く
し
か
り
つ
る
こ

　
（
三
四
）　

と
を
み
な
ら
ひ
て
こ
ひ
し
か
ら
ん
こ
と
の
た
へ
か
た
く
ゆ

　
（
三
五
）　

み
つ
の
ま
れ
す
同
し
心
に
な
け
か
し
か
り
け
り
此
事
を

　
（
三
六
）　

御
門
き
こ
し
め
し
て
竹
と
り
か
家
に
御
つ
か
ひ
つ
か
は

　
（
三
七
）　

さ
せ
給
ふ
御
つ
か
ひ
に
竹
取
い
て
あ
ひ
て
な
く
事
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（
三
八
）　

か
き
り
な
し
こ
の
事
を
な
け
く
に
ひ
け
も
し
ろ
く

　
（
三
九
）　

こ
し
も
か
ゝ
ま
り
め
も
た
ゝ
れ
に
け
り
お
き
な
今
年

　
（
四
〇
）　

は
五
十
は
か
り
な
り
け
れ
と
も
物
思
ひ
に
は
か
た
と
き

　
（
四
一
）　

に
な
ん
老
に
成
に
け
り
と
見
ゆ
御
つ
か
ひ
お
ほ
せ

　
（
四
二
）　

こ
と
と
て
お
き
な
に
云
い
と
心
く
る
し
く
物
思
ふ

　
（
四
三
）　

な
る
は
ま
こ
と
に
か
と
仰
給
ふ
竹
と
り
な
く
〳
〵
申
こ
の

　
（
四
四
）　

十
五
日
に
な
ん
月
の
都
よ
り
か
く
や
姫
の
む
か
へ
に
ま
う

　
（
四
五
）　

て
く
な
る
た
う
と
く
と
は
せ
給
ふ
こ
の
十
五
日
に
は
人

　
（
四
六
）　

〳
〵
給
は
り
て
月
の
み
や
こ
の
人
ま
う
て
こ
は
と
ら
へ

　
（
四
七
）　

さ
せ
ん
と
申
御
使
か
へ
り
ま
ひ
り
て
お
き
な
の
有

　
（
四
八
）　

さ
ま
申
て
そ
う
し
つ
る
こ
と
ゝ
も
申
を
聞
召
て
の

　
（
四
九
）　

給
ふ
一
め
み
給
ひ
し
御
心
に
た
に
忘
れ
給
は
ぬ
に
あ

　
（
五
〇
）　

け
く
れ
み
な
れ
た
る
か
く
や
ひ
め
を
や
り
て
い
か
ゝ
お

　
（
五
一
）　

も
ふ
へ
き
か
の
十
五
日
つ
か
さ
〳
〵
に
お
ほ
せ
て
ち
よ

　
（
五
二
）　

く
し
少
将
高
野
の
お
ほ
く
に
と
云
人
を
さ
し
て
六

　
（
五
三
）　

衛
の
つ
か
さ
合
て
二
千
人
の
人
を
竹
取
か
家
に
つ
か

　
（
五
四
）　

は
す
家
に
ま
か
り
て
つ
い
ち
の
上
に
千
人
屋
の
上

　
（
五
五
）　

に
千
人
家
の
人
〳
〵
お
ほ
か
り
け
る
に
合
て
あ
け
る

　
（
五
六
）　

ひ
ま
も
な
く
ま
も
ら
す
こ
の
ま
も
る
人
々
も
ゆ
み
や

　
（
五
七
）　

を
た
い
し
て
お
も
や
の
内
に
は
女
と
も
は
ん
に
お
り
て

　
（
五
八
）　

ま
も
ら
す
女
ぬ
り
こ
め
の
う
ち
に
か
く
や
姫
を
い
た

　
（
五
九
）　

か
へ
て
お
り
お
き
な
も
ぬ
り
こ
め
の
戸
さ
し
て
と
く

　
（
六
〇
）　

ち
に
お
り
お
き
な
の
云
か
は
か
り
守
る
所
に
天
の

　
（
六
一
）　

人
に
も
ま
け
む
や
と
い
ひ
て
屋
の
う
へ
に
お
る
人
々
に

　
（
六
二
）　

い
は
く
露
も
も
の
そ
ら
に
か
け
ら
は
ふ
と
い
こ
ろ
し
給
へ

　
（
六
三
）　

ま
も
る
人
〳
〵
の
云
か
は
か
り
し
て
ま
も
る
所
に
か
は

　
（
六
四
）　

り
一
た
に
あ
ら
は
ま
つ
い
こ
ろ
し
て
外
に
さ
ら
さ
ん
と

　
（
六
五
）　

思
い
侍
る
と
い
ふ
お
き
な
是
を
聞
て
た
の
も
し
か
り

　
（
六
六
）　

お
り
是
を
聞
て
か
く
や
姫
は
さ
し
こ
め
て
ま
も
り
た
ゝ

　
（
六
七
）　

か
ふ
へ
き
し
た
く
み
を
し
た
り
共
あ
の
く
に
の
人
を

　
（
六
八
）　

え
た
ゝ
か
は
ぬ
也
弓
矢
し
て
い
ら
れ
し
か
く
さ
し
こ
め
て

　
（
六
九
）　

有
と
も
彼
国
の
人
〳
〵
は
み
な
あ
き
な
ん
と
す
あ
ひ

　
（
七
〇
）　

た
ゝ
か
は
ん
と
す
共
か
の
く
に
の
人
き
な
は
た
け
き
心
つ

　
（
七
一
）　

か
う
人
も
よ
も
あ
ら
し
お
き
な
の
云
様
御
む
か
へ
に

　
（
七
二
）　

こ
ん
人
を
は
長
き
つ
め
し
て
ま
な
こ
を
つ
か
み
つ
ふ

　
（
七
三
）　

さ
ん
さ
か
ゝ
み
を
と
り
て
か
な
く
り
お
と
な
ん
さ
か

　
（
七
四
）　

し
り
を
か
き
出
て
こ
ゝ
ら
の
お
ほ
や
け
人
に
み
せ

　
（
七
五
）　

て
は
ち
を
見
せ
ん
と
は
ら
た
ち
お
る
か
く
や
姫

　
（
七
六
）　

い
は
く
こ
わ
た
か
に
な
の
給
ひ
そ
屋
の
上
に
を
る

　
（
七
七
）　

人
と
も
の
き
く
に
い
と
ま
さ
な
し
い
ま
す
か
り
つ
る
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（
七
八
）　

心
さ
し
と
も
を
お
も
ひ
も
し
ら
て
ま
か
り
な
ん
す
る

　
（
七
九
）　

こ
と
の
口
を
し
う
侍
け
り
長
契
り
の
な
か
り
け
れ
は

　
（
八
〇
）　

ほ
と
な
く
ま
か
り
ぬ
へ
き
な
め
り
と
思
ひ
か
な
し
侍
也

　
（
八
一
）　

お
や
た
ち
の
か
へ
り
み
を
い
さ
ゝ
か
た
に
つ
か
ふ
ま
つ
ら

　
（
八
二
）　

て
ま
か
ら
ん
道
も
や
す
く
も
有
ま
し
き
に
日
比
も
出
ゐ

　
（
八
三
）　

て
こ
と
し
斗
の
い
と
間
を
申
つ
れ
と
さ
ら
に
ゆ
る
さ
れ

　
（
八
四
）　

ぬ
に
よ
り
て
な
ん
か
く
思
ひ
歎
き
侍
る
御
心
を
の

　
（
八
五
）　

み
ま
と
は
し
て
さ
り
な
ん
こ
と
の
か
な
し
く
た
へ
か
た

　
（
八
六
）　

く
侍
也
か
の
都
の
人
は
い
と
け
う
ら
に
お
ひ
を
せ
す

　
（
八
七
）　

な
ん
思
ふ
事
も
な
く
侍
る
也
さ
る
所
へ
ま
か
ら
ん
す

　
（
八
八
）　

る
も
い
み
し
く
侍
ら
す
老
お
と
ろ
へ
給
へ
る
さ
ま
を

　
（
八
九
）　

見
奉
ら
さ
ら
ん
事
恋
し
か
ら
め
と
い
ひ
て
お
き
な

　
（
九
〇
）　

む
ね
い
た
き
こ
と
な
し
給
ふ
そ
う
る
は
し
き
す
か
た

　
（
九
一
）　

し
た
る
使
に
も
さ
は
ら
し
と
ね
た
み
お
り

第
六
段
絵

　
﹇
第
七
段
﹈

　
（
一
）  

か
ゝ
る
ほ
と
に
よ
ひ
う
ち
過
て
ね
の
こ
く
は
か
り
に

　
（
二
）  

家
の
あ
た
り
ひ
る
の
あ
か
さ
に
も
す
き
て
ひ
か
り

　
（
三
）  

た
り
も
ち
月
の
あ
か
さ
を
十
あ
は
せ
た
る
は
か
り

　
（
四
）  

に
て
あ
る
人
の
け
の
あ
な
さ
へ
見
ゆ
る
ほ
と
也

　
（
五
）  

大
そ
ら
よ
り
人
雲
に
の
り
て
お
り
き
て
土
よ
り

　
（
六
）  

五
し
や
く
は
か
り
あ
か
り
た
る
ほ
と
に
た
ち
つ
ら
ね
た

　
（
七
）  

り
内
外
な
る
人
の
心
と
も
物
に
お
そ
は
る
ゝ
や
う

　
（
八
）  

に
て
あ
ひ
た
ゝ
か
は
ん
心
も
な
か
り
け
り
か
ら
う
し
て

　
（
九
）  

思
ひ
お
こ
し
て
ゆ
み
や
を
と
り
た
て
ん
と
す
れ
共

　
（
一
〇
）  

手
に
ち
か
ら
も
な
く
な
り
て
な
へ
か
ゝ
り
た
る
中
に

　
（
一
一
）  

心
さ
か
し
き
も
の
ね
ん
し
て
い
ん
と
す
れ
と
も
ほ
か

　
（
一
二
）  

さ
ま
へ
い
き
け
れ
は
あ
れ
も
た
ゝ
か
は
て
心
ち
た
ゝ
し

　
（
一
三
）  

れ
に
し
れ
て
ま
も
り
あ
へ
り
た
て
る
人
と
も
は
さ
う

　
（
一
四
）  

そ
く
の
き
よ
ら
な
る
事
物
に
も
に
す
と
ふ
車
一
く
し

　
（
一
五
）  

た
り
ら
か
い
さ
し
た
り
そ
の
中
に
王
と
お
ほ
し
き
人

　
（
一
六
）  

つ
こ
ま
ろ
家
に
ま
う
て
こ
と
い
ふ
に
た
け
く
思
つ
る

　
（
一
七
）  

宮
つ
こ
ま
ろ
も
物
に
え
ひ
た
る
心
ち
し
て
う
つ
ふ
し
に

　
（
一
八
）　

ふ
せ
り
い
は
く
な
ん
ち
お
さ
な
き
人
い
さ
ゝ
か
成
く
と

　
（
一
九
）　

く
を
お
き
な
つ
く
り
け
る
に
よ
り
て
な
ん
ち
か
た
す

　
（
二
〇
）　

け
に
と
て
か
た
時
の
ほ
と
ゝ
て
く
た
し
ゝ
を
そ
こ
ら

　
（
二
一
）　

の
年
こ
ろ
そ
こ
ら
の
こ
か
ね
給
ひ
て
身
を
か
へ
た
る
か

　
（
二
二
）　

こ
と
く
成
に
け
り
か
く
や
姫
は
つ
み
を
つ
く
り
給
へ
り



― 142―

共
同
研
究
「
共
立
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
絵
巻
の
基
礎
的
研
究
」

　
（
二
三
）　

け
れ
は
か
く
い
や
し
き
を
の
れ
か
も
と
に
し
は
し
お

　
（
二
四
）　

は
し
つ
る
な
り
つ
み
の
か
き
り
は
て
ぬ
れ
は
か
く
む
か
ふ

　
（
二
五
）　

る
お
き
な
は
な
き
な
け
く
あ
た
は
ぬ
事
也
は
や

　
（
二
六
）　

返
し
奉
れ
と
い
ふ
お
き
な
こ
た
へ
て
申
か
く
や
ひ
め

　
（
二
七
）　

を
や
し
な
ひ
奉
る
事
廿
余
年
に
成
ぬ
か
た
時
と

　
（
二
八
）　

の
給
ふ
に
あ
や
し
く
成
侍
り
ぬ
又
こ
と
所
に
か
く
や

　
（
二
九
）　

姫
と
申
人
そ
お
は
し
ま
す
ら
ん
と
云
こ
ゝ
に
お
は
す

　
（
三
〇
）　

る
か
く
や
ひ
め
は
お
も
き
や
ま
ひ
を
し
給
へ
は
え
い
て

　
（
三
一
）　

お
は
し
ま
す
ま
し
と
申
せ
は
そ
の
返
事
は
な
く
て
屋
の

　
（
三
二
）　

う
へ
に
と
ふ
く
る
ま
を
よ
せ
て
い
さ
か
く
や
ひ
め

　
（
三
三
）　

き
た
な
き
と
こ
ろ
に
い
か
て
か
久
し
く
お
は
せ
ん
と

　
（
三
四
）　

い
ひ
た
て
こ
め
た
る
と
こ
ろ
の
戸
す
な
は
ち
た
ゝ

　
（
三
五
）　

あ
き
に
あ
き
ぬ
か
う
し
と
も
ゝ
人
は
な
く
し
て
あ

　
（
三
六
）　

き
ぬ
女
い
た
き
て
ゐ
た
る
か
く
や
姫
と
に
い
て

　
（
三
七
）　

ぬ
え
と
ゝ
む
ま
し
け
れ
は

第
七
段
絵

　
﹇
第
八
段
﹈

　
（
一
）　

た
ゝ
さ
し
あ
ふ
き
て
な
き
お
り
竹
取
心
ま
と
ひ

　
（
二
）　

て
な
き
ふ
せ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
て
か
く
や
姫

　
（
三
）　

い
ふ
こ
ゝ
に
も
心
に
も
あ
ら
て
か
く
ま
か
る
に
の

　
（
四
）　

ほ
ら
ん
を
た
に
見
を
く
り
給
へ
と
い
へ
共
何
し
に
か
な

　
（
五
）　

し
き
に
見
を
く
り
奉
ら
ん
わ
れ
を
い
か
に
せ
よ

　
（
六
）　

と
て
す
て
ゝ
は
の
ほ
り
給
ふ
そ
く
し
て
ゐ
て
お
は

　
（
七
）　

せ
ね
と
な
き
て
ふ
せ
れ
は
御
心
ま
と
ひ
ぬ
文
を

　
（
八
）　

か
き
を
き
て
ま
か
ら
ん
こ
ひ
し
か
ら
ん
折
々
取
出
て

　
（
九
）　

見
給
へ
と
て
打
な
き
て
か
く
こ
と
は
は
こ
の
国
に

　
（
一
〇
）　

生
れ
ぬ
る
と
な
ら
は
な
け
か
せ
ら
奉
ぬ
ほ
と
ま
て

　
（
一
一
）　

侍
ら
て
過
わ
か
れ
ぬ
る
事
返
す
〳
〵
ほ
い
な
く
こ

　
（
一
二
）　

そ
お
ほ
え
侍
れ
ぬ
き
を
く
絹
を
か
た
み
と
み
給
へ

　
（
一
三
）　

月
の
出
た
ら
ん
夜
は
見
を
こ
せ
給
へ
見
す
て
奉
り
て

　
（
一
四
）　

ま
か
る
空
よ
り
も
お
ち
ぬ
へ
き
心
ち
す
る
と
か
き

　
（
一
五
）　

を
く
天
人
の
中
に
も
た
せ
た
る
は
こ
有
天
の

　
（
一
六
）　

は
こ
ろ
も
い
れ
り
又
あ
る
は
不
死
の
く
す
り
入
り

　
（
一
七
）　

ひ
と
り
の
天
人
云
つ
ほ
な
る
御
く
す
り
奉
れ
き
た

　
（
一
八
）　

な
き
所
の
も
の
き
こ
し
め
し
た
れ
は
御
心
ち
あ
し

　
（
一
九
）　

か
ら
ん
物
そ
と
て
も
て
よ
り
た
れ
は
い
さ
ゝ
か
な
め

　
（
二
〇
）　

給
ひ
て
少
か
た
み
と
て
ぬ
き
を
く
衣
に
つ
ゝ
ま
ん

　
（
二
一
）　

と
す
れ
は
あ
る
天
人
つ
ゝ
ま
せ
す
御
そ
を
取
出
し
て
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第
24
号

　
（
二
二
）　

き
せ
ん
と
す
そ
の
時
に
か
く
や
ひ
め
し
は
し
ま
て

　
（
二
三
）　

と
い
ひ
き
ぬ
き
せ
つ
る
人
は
心
こ
と
に
成
な
り

　
（
二
四
）　

と
い
ふ
も
の
一
こ
と
い
ひ
を
く
へ
き
事
あ
り
け
り
と

　
（
二
五
）　

い
ひ
て
文
か
く
天
人
を
そ
し
と
心
も
と
な
か
り

　
（
二
六
）　

給
ひ
か
く
や
姫
も
の
し
ら
ぬ
事
な
の
給
ひ
そ
と
て

　
（
二
七
）　

い
み
し
く
し
つ
か
に
お
ほ
や
け
に
御
文
奉
り
給

　
（
二
八
）　

あ
わ
て
ぬ
さ
ま
な
り
か
く
あ
ま
た
の
人
を
給
ひ

　
（
二
九
）　

て
と
ゝ
め
さ
せ
給
へ
と
ゆ
る
さ
ぬ
む
か
へ
ま
う
て

　
（
三
〇
）　

き
て
と
り
い
て
ま
か
り
ぬ
れ
は
く
ち
お
し
く
か

　
（
三
一
）　

な
し
き
こ
と
宮
つ
か
え
つ
か
ふ
ま
つ
ら
す
な
り
ぬ
る

　
（
三
二
）　

も
か
く
わ
つ
ら
は
し
き
身
に
て
侍
れ
は
心
え
す

　
（
三
三
）　

お
ほ
し
め
さ
れ
つ
ら
め
と
も
心
つ
よ
く
う
け
給
は
ら

　
（
三
四
）　

す
成
に
し
こ
と
な
め
け
な
る
も
の
に
思
召
と
ゝ
め
ら

　
（
三
五
）　

れ
ぬ
る
な
ん
心
に
と
ま
り
侍
ぬ
と
て

　
（
三
六
）　　

　

今
は
と
て
あ
ま
の
羽
こ
ろ
も
き
る
お
り
そ

　
（
三
七
）　　

　

君
を
あ
は
れ
と
思
ひ
出
た
る

　
（
三
八
）　

と
て
つ
ほ
の
く
す
り
そ
へ
て
頭
中
将
を
よ

　
（
三
九
）　

ひ
よ
せ
て
奉
ら
す
中
将
に
天
人
と
り
て

　
（
四
〇
）　

つ
た
ふ
中
将
と
り
つ
れ
は
ふ
と
あ
ま
の
羽
こ
ろ

　
（
四
一
）　

も
う
ち
き
せ
奉
り
つ
れ
は
お
き
な
を
い
と
ほ
し

　
（
四
二
）　

か
な
し
と
お
ほ
し
つ
る
事
も
う
せ
ぬ
此
き
ぬ
き
つ
る

　
（
四
三
）　

人
は
物
思
ひ
な
く
成
に
け
れ
は
車
に
の
り
て
百

　
（
四
四
）　

人
は
か
り
天
人
く
し
て
上
り
ぬ
そ
の
ゝ
ち
お
き
な

　
（
四
五
）　

女
ち
の
な
み
た
を
な
か
し
て
ま
と
へ
と
か
ひ
な
し

　
（
四
六
）　

あ
の
か
き
を
き
し
文
を
よ
み
て
き
か
せ
け
れ
と

　
（
四
七
）　

な
に
せ
ん
に
か
い
の
ち
も
お
し
か
ら
ん
た
か
た
め
に

　
（
四
八
）　

か
な
に
事
も
よ
う
も
な
し
と
て
く
す
り
も
く
は

　
（
四
九
）　

す
や
か
て
お
き
も
あ
か
ら
て
や
み
ふ
せ
り

第
八
段
絵

　
﹇
第
九
段
﹈

　
（
一
）　

中
将
人
〳
〵
ひ
き
く
し
て
か
へ
り
ま
い
り
て
か
く

　
（
二
）　

や
姫
を
え
た
ゝ
か
ひ
と
ゝ
め
す
成
ぬ
る
を
こ
ま

　
（
三
）　

〳
〵
と
そ
う
す
く
す
り
の
つ
ほ
に
御
文
そ
へ
て

　
（
四
）　

ま
ひ
ら
す
ひ
ろ
け
て
御
ら
ん
し
て
い
と
あ
は
れ

　
（
五
）　

か
ら
せ
給
ひ
て
物
も
き
こ
し
め
さ
す
御
あ
そ
ひ

　
（
六
）　

な
と
も
な
か
り
け
り
大
臣
か
ん
た
ち
め
を
め
し

　
（
七
）　

て
い
つ
れ
の
や
ま
か
天
に
ち
か
き
と
ゝ
は
せ
給
ふ
に

　
（
八
）　

あ
る
人
そ
う
す
す
る
か
の
国
に
あ
る
な
る
山
な
ん
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（
九
）　

此
宮
こ
も
ち
か
く
て
ん
も
ち
か
く
侍
る
と
そ
う
す

　
（
一
〇
）　

こ
れ
を
聞
せ
給
ひ
て

　
（
一
一
）　　

　

あ
ふ
こ
と
も
な
み
た
に
う
か
ふ
わ
か
み
に
は

　
（
一
二
）　　

　

死
な
ぬ
く
す
り
も
何
に
か
は
せ
ん

　
（
一
三
）　

か
の
た
て
ま
つ
る
ふ
し
の
く
す
り
に
ふ
み
つ
ほ

　
（
一
四
）　

く
し
て
御
つ
か
ひ
に
給
は
す
ち
よ
く
し
に
は
月

　
（
一
五
）　

の
い
は
か
さ
と
い
ふ
人
を
め
し
て
す
る
か
の
く
に

　
（
一
六
）　

に
あ
な
る
山
の
い
た
ゝ
き
に
も
て
つ
く
へ
き
よ

　
（
一
七
）　

し
お
ほ
せ
給
ふ
み
ね
に
て
す
へ
き
や
う
を
し

　
（
一
八
）　

へ
さ
せ
給
ふ
御
文
ふ
し
の
く
す
り
の
つ
ほ
な
ら

　
（
一
九
）　

へ
て
火
を
つ
け
て
も
や
す
へ
き
よ
し
お
ほ
せ

　
（
二
〇
）　

給
ふ
そ
の
よ
し
う
け
給
は
り
て
つ
は
も
の
と
も
あ

　
（
二
一
）　

ま
た
く
し
て
や
ま
へ
の
ほ
り
け
る
よ
り
な
ん
そ
の

　
（
二
二
）　

山
を
ふ
し
の
や
ま
と
は
な
つ
け
け
る
そ
の
け
ふ
り

　
（
二
三
）　

い
ま
た
雲
の
中
へ
た
ち
の
ほ
る
と
そ
い
ひ
つ

　
（
二
四
）　

た
へ
た
る

※
第
九
段
は
絵
な
し

お
わ
り
に

　

筆
者
が
担
当
す
る
授
業
で
は
、
し
ば
し
ば
図
書
館
に
て
所
蔵
絵
巻
の
閲
覧

を
実
施
し
て
い
る
。
日
ご
ろ
は
モ
ノ
ク
ロ
の
コ
ピ
ー
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の

画
像
を
通
じ
て
し
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
対
象
の
「
本
物
」
に
触
れ
、
自

ら
繰
り
広
げ
て
鑑
賞
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
参
加
学
生
に
驚
き
と
喜

び
を
伴
っ
た
感
動
が
深
く
刻
ま
れ
て
い
る
。
コ
ピ
ー
な
ど
の
代
替
物
で
は
観

察
し
き
れ
な
い
細
部
が
、
原
本
を
前
に
す
る
と
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
っ
て

く
る
。
触
れ
る
こ
と
は
「
読
む
こ
と
・
見
る
こ
と
」
に
直
結
す
る
。
図
書
館

で
の
閲
覧
を
通
じ
て
、
絵
巻
の
大
き
さ
、
重
量
感
、
質
感
、
に
お
い
、
詞
書

と
絵
の
比
率
な
ど
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
、
作
品
理
解
に
大
い
に
役
立

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

１ 　
「
竹
取
物
語
絵
巻
」
諸
本
に
つ
い
て
は
、
徳
田
進
『
竹
取
物
語
絵
巻
の
系
譜
究
橘
守

部
作
竹
取
物
語
絵
巻
へ
の
展
開
』（
桜
楓
社
、
一
九
七
八
年
）
参
照
。

２　

 

國
學
院
本
に
つ
い
て
は
、
針
本
正
行
「
國
學
院
大
學
所
蔵
の
絵
入
り
物
語
」（『
中
古

文
学
』
八
十
六
号
、
二
〇
一
〇
年
）
参
照
。

３　
 

郷
家
忠
臣
「
利
仁
草
紙
」（
共
立
女
子
大
学
・
共
立
女
子
短
期
大
学
図
書
館
『
図
書

館
だ
よ
り
』
六
、
一
九
九
七
年
参
照
）。

４　

 
山
本
聡
美
「
共
立
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
「
竹
取
物
語
絵
巻
」
を
用
い
た
変
体
仮
名

教
材
制
作
」（『
総
合
文
化
研
究
所
紀
要
』
二
二
、
二
〇
一
六
年
）
参
照
。




